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増
　
井
　
寛
　
也

は
　
じ
　
め
　
に

『
満
文
太
祖
老
档
』
の
末
尾
（
巻
七
九
〜
八
一
）
に
、
明
か
ら
下
付
さ
れ
た
「
勅
書
」（
満
文ejehe

）
三
六
二
道
を
著
録
し
た
万
暦

三
八
年
の
档
案
が
あ
り
、「
族
籍
（
ム
ク
ン
・
タ
タ
ンm

ukůn
tatan

）
表
」
と
通
称
さ
れ
る
。
も
と
よ
り
勅
書
と
は
、
明
王
朝
が
女
直
人

に
授
与
し
た
衛
所
官
の
辞
令
で
あ
る
と
同
時
に
、
朝
貢
・
馬
市
へ
の
参
入
を
保
証
す
る
身
分
証
で
も
あ
っ
て
、「
貢
勅
」
と
別
称
す
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
多
言
す
る
ま
で
も
な
く
女
直
諸
集
団
に
と
っ
て
、
黒
貂
皮
・
人
参
等
を
主
と
す
る
奢
侈
的
な
天
産
物
を
、
貢
市
を

通
じ
て
中
国
の
消
費
市
場
に
投
入
す
る
こ
と
が
、
自
ら
の
物
質
的
欲
求
を
満
た
し
、
致
富
を
実
現
す
る
最
大
の
手
段
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

勅
書
の
価
値
は
ま
さ
に
死
活
的
重
要
性
を
帯
び
た
。

「
族
籍
表
」
所
載
の
勅
書
三
六
二
道
は
、
海
西
ハ
ダ
国
に
公
認
さ
れ
た
勅
書
の
う
ち
、
最
終
的
に
メ
ン
ゲ
ブ
ル=

ベ
イ
レ
が
相
続
し
た

三
六
三
道
に
相
当
し
、
ヌ
ル
ハ
チ
が
ハ
ダ
国
を
万
暦
二
九
年
に
滅
ぼ
し
た
後
、
メ
ン
ゲ
ブ
ル
の
子
ウ
ル
グ
ダ
イ
の
手
を
経
て
ヌ
ル
ハ
チ
の

所
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
政
権
＝
建
州
マ
ン
ジ
ュ
国
に
お
い
て
、
三
六
二
道
の
勅
書
は
所
謂
〈
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
〉
に

準
じ
て
組
織
さ
れ
て
い
たq

。
す
な
わ
ち
、
ム
ク
ン
は
ま
ず
第
一
ム
ク
ン
か
ら
第
三
ム
ク
ン
に
三
分
さ
れ
、
各
ム
ク
ン
に
は
一
二
な
い
し

一
三
個
の
タ
タ
ン
が
所
属
す
る
。
そ
し
て
、
各
タ
タ
ン
に
は
ほ
ぼ
一
〇
道
ず
つ
の
勅
書
が
配
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
に
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は
ヌ
ル
ハ
チ=

ハ
ン
と
三
ベ
イ
レ
（
長
子
チ
ュ
エ
ン
・
次
子
ダ
イ
シ
ャ
ン
・
母
弟
シ
ュ
ル
ガ
チ
）
以
下
、
マ
ン
ジ
ュ
国
の
主
要
ア
ン
バ
ン

（
大
臣
）
が
配
置
さ
れ
、
上
は
四
〇
道
内
外
を
所
有
す
る
ハ
ン
な
い
し
ベ
イ
レ
か
ら
、
下
は
数
ア
ン
バ
ン
に
よ
る
一
道
共
有
に
至
る
ま
で
、

多
寡
不
定
の
勅
書
が
配
分
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、「
族
籍
表
」
は
万
暦
三
八
（1610

）
年
時
点
の
ヌ
ル
ハ
チ
政
権
内
部
に
お
け
る
朝

貢
・
互
市
利
権
の
配
当
表
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

勅
書
三
六
三
道
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
手
に
移
る
以
前
、
ハ
ダ
国
に
お
い
て
も
、〈
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
〉
に
通
ず
る
一
定
の
利
権
配
当
組
織

に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
るw

が
、
現
在
、
そ
れ
を
復
元
す
べ
き
史
料
は
遺
憾
に
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
海
西
フ
ル
ン

諸
国
、
わ
け
て
も
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
国
は
、
女
直
諸
勢
力
の
な
か
で
も
貢
勅
制
を
梃
子
に
逸
早
く
勃
興
し
、
ま
た
明
や
モ
ン
ゴ
ル
の
影
響

を
よ
り
濃
厚
に
受
け
た
先
進
勢
力
と
し
て
、
建
州
マ
ン
ジ
ュ
国
同
様
、
女
直
史
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
政

権
構
造
の
解
明
は
史
料
的
制
約
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
状
況
を

い
さ
さ
か
で
も
打
開
す
べ
く
、
ま
だ
し
も
史
料
の
存
在
す
る
勅
書
の
運
用
に
つ
い
て
粗
略
な
が
ら
考
察
を
試
み
、
主
と
し
て
そ
の
側
面
か

ら
展
望
さ
れ
る
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
国
の
構
造
的
性
格
を
提
示
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
国
の
盛
衰
と
勅
書
の
争
奪

は
じ
め
に
勅
書
の
運
用
情
況
を
理
解
す
る
基
礎
と
し
て
、
海
西
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
国
の
盛
衰
に
伴
う
勅
書
所
有
数
の
推
移
を
、『
東
夷

考
略
』『
万
暦
武
功
録
』『
開
原
図
説
』『
三
朝
遼
事
実
録
』
等
を
主
要
な
典
拠
と
す
る
先
行
研
究e

を
参
照
し
な
が
ら
、
当
面
の
考
察
に
必

要
な
限
り
で
略
述
し
て
お
く
。

明
は
永
楽
年
間
以
来
、
女
直
の
朝
貢
を
歓
迎
し
た
た
め
来
貢
者
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
財
政
負
担
を
坐
視
し
得
な
く
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
正
統
・
天
順
年
間
に
至
っ
て
明
は
、
建
州
三
衛
と
毛
憐
衛
は
毎
衛
百
人
以
内
、
海
西
諸
衛
は
毎
衛
五
人
以
内
に
制
限
す
る
方
向
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を
打
ち
出
し
、
努
め
て
こ
れ
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
が
、
女
直
側
が
あ
ら
ゆ
る
方
途
か
ら
制
限
の
空
洞
化
を
画
策
し
た
結
果
、
再
び
入
貢

者
数
は
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
就
中
、
明
政
府
が
手
を
焼
い
た
の
は
、
貢
勅
制
の
根
幹
に
関
わ
る
不
正
勅
書
の
横
行
と
勅
書
の
不
正
使

用
と
で
あ
っ
た
。
不
正
勅
書
と
は
勅
書
を
「
洗
改
」（
書
き
替
え
）
し
て
上
級
の
職
名
を
詐
称
す
る
も
の
で
あ
り
、
勅
書
の
不
正
使
用
と

は
他
人
名
義
の
上
級
勅
書
を
借
用
・
買
得
し
、
名
義
人
に
な
り
す
ま
し
て
「
冒
名
入
貢
」
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
よ
り
多
額
の

回
賜
・
撫
賞
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
は
や
く
も
正
徳
末
嘉
靖
初
年
の
段
階
で
、
厚
賞
目
当
て
に
「
祖
父
の
故
名
を
冒
し

て
来
貢
」
し
た
りr

、「
各
夷
原
降
の
勅
書
」
を
別
人
が
利
用
す
るt

結
果
、「（
名
義
人
の
）
年
貌
と
同
じ
か
ら
ず
」y

と
い
う
事
態
が
多
発
し
、

明
当
局
は
そ
の
是
正
に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
。

か
く
て
旧
規
定
に
よ
る
朝
貢
制
限
を
断
念
し
た
明
政
府
は
、
嘉
靖
一
六
年
か
ら
二
〇
年
前
後
の
あ
る
時
期
に
至
っ
て
、
年
間
入
貢
者
数

の
上
限
を
建
州
（
建
州
三
衛
と
毛
憐
衛
）
五
百
人
、
海
西
一
千
人
と
定
め
、
満
額
を
も
っ
て
朝
貢
を
打
ち
切
る
新
た
な
規
定
を
設
け
たu

。

こ
の
新
規
定
は
入
貢
者
総
数
の
抑
制
に
の
み
着
眼
し
、
衛
所
の
区
別
は
無
論
、
勅
書
の
形
式
さ
え
合
法
な
ら
保
有
者
の
い
か
ん
も
厳
格
に

は
問
わ
な
か
っ
た
の
で
、
実
力
者
に
よ
る
勅
書
の
争
奪
兼
併
と
「
冒
名
入
貢
」
の
公
然
化
を
促
し
、
海
西
女
直
に
お
け
る
ハ
ダ
と
イ
ェ
ヘ

の
台
頭
を
も
た
ら
す
機
縁
と
な
っ
た
。『
開
原
図
説
』
が
「
南
関（
ハ
ダ
）・
北
関（
イ
ェ
ヘ
）及
び
建
夷
（
建
州
）
の
今
に
験
貢
す
る
所
の
勅

は
、
倶
に
攘
奪
に
従
り
て
来
り
、
原
給
の
主
名
に
係
ら
ざ
る
こ
と
相
沿
ひ
て
久
し
」
と
明
言
す
る
ご
と
く
、「
原
給
の
主
」（
本
来
の
名
義

人
）
の
手
を
離
れ
た
勅
書
が
横
行
し
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
が
掠
奪
集
積
し
た
の
も
、
概
ね
こ
う
し
た
非
合
法
な
勅
書
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
ハ
ダ
国
は
ワ
ン
ジ
ュ=

ワ
イ
ラ
ン
（
明
側
の
呼
称
で
は
王
中
な
い
し
王
忠
）
を
開
国
の
祖
と
す
る
。
旧
規
定
の
も
と
で
強
勢
を

振
る
っ
た
の
が
ワ
ン
ジ
ュ
の
父
ス
ヘ
デ
（
塔
山
前
衛
左
都
督
の
速
黒

）
で
あ
っ
て
、
現
在
の
吉
林
な
い
し
烏
拉
街
附
近
に
本
拠
を
置

い
て
朝
貢
路
を
扼
し
、
恐
ら
く
は
他
衛
に
通
過
料
の
納
付
や
通
過
の
代
償
と
し
て
服
従
・
貢
納
を
要
求
す
る
一
方
、
借
用
・
買
得
等
の
手

段
で
兼
併
し
た
勅
書
を
冒
名
朝
貢
に
投
入
し
て
一
大
勢
力
を
築
い
た
が
、
嘉
靖
一
二
（1533

）
年
頃
、
内
紛
で
横
死
を
遂
げ
た
。
そ
の
直

後
、
難
を
避
け
て
南
走
し
た
ワ
ン
ジ
ュ
が
開
原
辺
外
の
イ
チ
ェ=

ハ
ダ
を
占
拠
し
た
の
が
ハ
ダ
国
の
起
源
で
あ
り
、
靖
安
堡
・
広
順
関
の
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東
南
近
地
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
開
原
馬
市
に
入
市
し
た
た
め
、
明
か
ら
は
「
南
関
」
と
通
称
さ
れ
た
。
明
に
恭
順
な
ワ
ン
ジ
ュ
は
、
無

類
の
統
制
力
に
対
す
る
開
原
当
局
の
厚
い
信
頼
を
後
ろ
盾
に
、
他
衛
を
従
属
さ
せ
つ
つ
、
抵
抗
す
る
も
の
か
ら
は
勅
書
を
奪
い
、
新
規
定

の
も
と
で
海
西
に
配
当
さ
れ
た
勅
書
一
千
道
の
独
占
を
果
た
し
、
一
代
で
ハ
ダ
国
の
基
盤
を
固
め
た
。
ワ
ン
ジ
ュ
の
強
盛
を
『
開
原
図
説
』

は
「
往
に
夷
長
王
忠

ワ
ン
ジ
ュ

、
初
め
て
広
順
関
外
に
建
寨
し
、
東
夷
諸
種
に
し
て
そ
の
約
束
を
受
け
ざ
る
者
無
し
」
と
か
「
蓋
し
海
西
等
衛
の
勅

九
百
九
十
九
道
、
旧も

と
皆
王
忠

ワ
ン
ジ
ュ

の
有
す
る
所
な
り
」
と
評
す
る
が
、
嘉
靖
三
〇
年
か
ら
三
七
年
の
あ
る
時
期
（
嘉
靖
三
二
﹇1553

﹈
年
頃

かi

）
に
、
や
は
り
内
紛
が
も
と
で
横
死
す
る
。
そ
の
後
を
従
子
の
ワ
ン
（
王
台
）
が
継
ぎ
、
そ
の
威
望
は
一
時
海
西
フ
ル
ン=

グ
ル
ン
の

四
国
（
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
・
ウ
ラ
・
ホ
イ
フ
ァ
）
ば
か
り
か
、
建
州
マ
ン
ジ
ュ=

グ
ル
ン
の
北
部
を
も
風
靡
し
、
自
ら
ハ
ン
を
称
し
た
が
、

晩
年
、
劣
勢
を
挽
回
し
た
イ
ェ
ヘ
国
の
興
隆
に
苦
悩
し
、
万
暦
一
〇
（1582

）
年
七
月
、
憂
憤
の
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
る
。
以
後
、
ハ
ダ

国
は
ワ
ン=

ハ
ン
諸
子
間
の
抗
争
と
、
こ
れ
を
奇
貨
と
す
る
イ
ェ
ヘ
国
の
干
渉
と
攻
撃
に
よ
っ
て
急
速
に
衰
退
し
、
明
の
擁
護
策
に
す
が

っ
て
余
喘
を
保
つ
に
過
ぎ
な
く
な
る
。

イ
ェ
ヘ
国
は
開
原
・
鎮
北
堡
の
鎮
北
関
北
方
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
開
原
馬
市
に
入
市
し
た
た
め
「
北
関
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
。
開
国

の
祖
た
る
チ
ュ
ク
ン
ゲ
（
塔
魯
木
衛
都
督
僉
事
の
竹
孔
革
／
祝
孔
革
）
が
、
ワ
ン
ジ
ュ
に
遅
れ
て
開
原
辺
外
に
来
住
し
た
の
は
確
か
で
あ

る
が
、
具
体
的
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
イ
ェ
ヘ
は
叛
服
つ
ね
な
い
態
度
を
持
し
、
チ
ュ
ク
ン
ゲ
の
父
チ
ル
ガ
ニ
（
的
児
哈

）
以
来
、

し
ば
し
ば
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
と
も
結
託
し
て
遼
東
辺
境
を
寇
掠
し
た
た
め
、
明
は
従
順
な
ハ
ダ
に
肩
入
れ
し
て
イ
ェ
ヘ
を
抑
圧
す
る
の
を
常

套
策
と
し
た
。
ワ
ン
ジ
ュ
が
チ
ュ
ク
ン
ゲ
を
捕
殺
し
（
嘉
靖
二
四
・
五
年
な
い
し
二
九
年
前
後o

）、
そ
の
勅
書
を
奪
っ
て
一
千
道
す
べ
て

を
制
覇
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
明
・
ハ
ダ
両
者
の
相
互
依
存
が
も
た
ら
し
た
帰
結
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ク
ン
ゲ
の
子
タ
イ
チ
ュ
（
台
出
）
は

ワ
ン
ジ
ュ
の
女
婿
と
な
り
、
し
ば
ら
く
雌
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
ワ
ン
ジ
ュ
が
非
業
の
死
を
遂
げ
る
や
、
混
乱
に
乗
じ
て
勅
書
三
〇

〇
道
の
奪
回
に
成
功
す
る
。
タ
イ
チ
ュ
の
二
子
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
（
逞
加
奴
）
と
ヤ
ン
ギ
ヌ
（
仰
加
奴
）
に
至
っ
て
、
イ
ェ
ヘ
の
台
頭
は
一
層

目
覚
ま
し
く
、
ワ
ン=

ハ
ン
没
後
、
ハ
ダ
と
の
優
劣
は
完
全
に
逆
転
し
去
っ
た
。
ワ
ン=
ハ
ン
を
継
い
だ
嫡
長
子
フ
ル
ガ
ン
（
虎
児
罕
）
が
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わ
ず
か
八
か
月
で
没
す
る
と
、
フ
ル
ガ
ン
の
子
ダ
イ
シ
ャ
ン
（
歹
商
）
が
立
っ
た
け
れ
ど
も
、
若
年
で
統
制
力
に
欠
け
た
た
め
、
叔
父
の

う
ち
早
逝
し
た
三
馬
兎
・
南
台
・
往
失
を
除
く
メ
ン
ゲ
ブ
ル（
ワ
ン=

ハ
ン
末
子
猛
骨
孛
羅﹇
逞
加
奴
・
仰
加
奴
の
妹
温
姐
を
母
と
す
る
﹈）、

カ
ン
グ
ル
（
ワ
ン=

ハ
ン
庶
子
康
古
六
﹇
逞
加
奴
の
女
婿
、
後
に
温
姐
を
娶
る
﹈）
と
の
間
に
三
つ
巴
の
抗
争
を
演
じ
た
。
こ
れ
に
乗
じ
た

チ
ン
ギ
ャ
ヌ
・
ヤ
ン
ギ
ヌ
兄
弟
は
、
モ
ン
ゴ
ル
勢
力
と
も
結
ん
で
ダ
イ
シ
ャ
ン
・
メ
ン
ゲ
ブ
ル
を
攻
め
、
猛
乞
・
台
失
ら
百
余
家
と
勅
書

八
〇
道
を
奪
取
し
た
（
万
暦
一
一
年
七
月
〜
一
二
月
）。

し
か
し
、
女
直
統
制
の
要
と
し
て
ハ
ダ
擁
護
に
固
執
す
る
明
政
府
は
、
万
暦
一
一
（1583

）
年
一
二
月
、
イ
ェ
ヘ
の
要
求
に
応
じ
て
勅

書
を
授
与
す
る
と
み
せ
か
け
、
開
原
城
に
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
・
ヤ
ン
ギ
ヌ
以
下
多
数
を
誘
殺
し
、
返
す
刀
で
イ
ェ
ヘ
の
根
城
に
大
軍
を
差
し
向

け
て
降
伏
さ
せ
、
メ
ン
ゲ
ブ
ル
へ
の
従
属
を
誓
約
さ
せ
た
。
こ
の
大
打
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
の
子
ブ
ジ
ャ
イ
（
卜
寨
）、

ヤ
ン
ギ
ヌ
の
子
ナ
リ
ン
ブ
ル
（
納
林
孛
羅
）
は
数
年
な
ら
ず
し
て
体
制
を
立
て
直
し
、
カ
ン
グ
ル
と
内
通
し
つ
つ
メ
ン
ゲ
ブ
ル
・
ダ
イ
シ

ャ
ン
を
攻
め
立
て
た
。
万
暦
一
六
（1588
）
年
、
明
は
再
び
出
兵
し
て
イ
ェ
ヘ
の
本
拠
を
衝
き
、
苦
戦
の
末
、
か
ろ
う
じ
て
ブ
ジ
ャ
イ
・

ナ
リ
ン
ブ
ル
の
降
伏
を
と
り
つ
け
る
と
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
者
の
抗
争
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
懸
案
の
勅
書
問
題
に
介
入
し
、
均
分
に
よ

る
和
解
調
停
に
同
意
さ
せ
た
。
そ
の
配
分
の
内
訳
は
、
ハ
ダ
五
〇
〇
道
（
メ
ン
ゲ
ブ
ル
一
八
二
道
・
ダ
イ
シ
ャ
ン
一
三
七
道
・
カ
ン
グ
ル

一
八
一
道
）、
イ
ェ
ヘ
が
一
道
少
な
い
四
九
九
道
（
旧
有
の
三
百
道
と
上
記
の
八
〇
道
に
、
新
獲
の
一
一
九
道
を
加
え
た
合
計
）
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
が
、
み
か
け
は
均
分
で
も
結
果
は
イ
ェ
ヘ
に
対
す
る
大
幅
な
譲
歩
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
カ
ン
グ
ル

は
病
没
し
、
温
姐
も
後
を
追
っ
て
病
死
し
た
た
め
、
そ
の
勅
書
一
八
一
道
は
メ
ン
ゲ
ブ
ル
が
併
せ
た
。

一
方
、
ダ
イ
シ
ャ
ン
は
万
暦
一
九
（1591

）
年
一
月
、
ブ
ジ
ャ
イ
の
娘
を
娶
り
に
イ
ェ
ヘ
に
出
向
い
た
際
、
ナ
リ
ン
ブ
ル
に
嫁
い
だ
実

姉
に
面
会
し
よ
う
と
し
て
謀
殺
さ
れ
、
勅
書
一
三
七
道
も
奪
わ
れ
た
。
ナ
リ
ン
ブ
ル
は
さ
ら
に
「
南
関
の
遺
勅
を
謀
ら
ん
と
欲
し
、（
万

暦
）
二
十
六
七
年
の
間
、
屡
々
兵
を
以
て
猛
骨
孛
羅
を
侵
し
」（『
三
朝
遼
事
実
録
』
総
略
・
建
夷
）
て
勅
書
六
〇
道
を
掠
奪
し
た
た
め
、

メ
ン
ゲ
ブ
ル
は
耐
え
か
ね
て
ヌ
ル
ハ
チ
に
保
護
を
求
め
た
。
漁
夫
の
利
を
占
め
た
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
別
事
に
託
つ
け
て
メ
ン
ゲ
ブ
ル
を
殺
害
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（
万
暦
二
八
年
）
し
、
衰
余
の
ハ
ダ
を
一
旦
併
合
し
た
が
、
明
の
横
槍
が
入
っ
て
ウ
ル
グ
ダ
イ
（
メ
ン
ゲ
ブ
ル
の
子
）
を
国
主
と
す
る
ハ

ダ
の
復
興
に
同
意
さ
せ
ら
れ
、
イ
ェ
ヘ
も
例
の
六
〇
道
の
返
還
に
応
じ
た
（
万
暦
二
九
年
七
月
）。
し
か
し
、
明
の
ヌ
ル
ハ
チ
敵
視
策
に

乗
じ
て
イ
ェ
ヘ
が
ハ
ダ
の
部
衆
を
露
骨
に
掠
め
始
め
る
と
、
ヌ
ル
ハ
チ
も
黙
視
し
得
ず
、
再
び
ハ
ダ
を
接
収
し
、
ウ
ル
グ
ダ
イ
の
身
柄
と

と
も
に
勅
書
三
六
三
道
（
建
州
勅
書
と
併
せ
て
八
六
三
道
）
を
掌
握
す
る
に
至
っ
た
。

海
西
女
直
に
お
け
る
勅
書
集
散
の
過
程
は
概
ね
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
南
関
ハ
ダ
に
即
し
て
い
え
ば
、
ワ
ン
ジ
ュ
が
達
成
し
た

勅
書
一
千
道
の
集
積
は
、
ワ
ン=

ハ
ン
の
三
〇
〇
道
喪
失
か
ら
そ
の
一
角
が
崩
れ
、
残
る
七
〇
〇
道
も
ワ
ン=

ハ
ン
諸
子
の
内
訌
に
乗
じ
た

イ
ェ
ヘ
と
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
の
た
め
か
、『
開
原
図
説
』
の
ワ
ン=

ハ
ン
に
対
す
る
評
価
は

「
忠
死
し
て
よ
り
台
こ
れ
を
継
ぎ
、
諸
部
を
約
束
す
る
能
は
ず
」
と
、
ワ
ン
ジ
ュ
に
遠
く
及
ば
な
い
が
、
そ
う
と
も
断
言
で
き
な
い
よ
う

で
あ
る
。
ワ
ン
ジ
ュ
の
消
息
が
『
明
実
録
』
か
ら
途
絶
え
る
嘉
靖
三
〇
年
、
奇
し
く
も
こ
の
年
に
、
ワ
ン
ジ
ュ
に
よ
る
勅
書
掠
奪
と
陞
襲

職
要
請
が
わ
ず
か
数
ヵ
月
を
隔
て
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
益
実
左
衛
都
督
僉
事
歹
答
力
を
朝
貢
の
帰
路
で
待
ち
受
け
、
配
下

の
「
塔
山
衛
部
落
」
に
勅
書
を
奪
い
取
ら
せ
た
も
の
の
、
す
ぐ
さ
ま
歹
答
力
が
被
害
を
訴
え
出
た
た
め
、
明
廷
が
ワ
ン
ジ
ュ
に
返
還
を
命

じ
た
の
が
三
月!0

、
遅
れ
て
七
月
に
は
「
塔
山
丹マ

マ

等
衛
夷
人
王
中

ワ
ン
ジ
ュ

等
二
十
八
人
入
奏
し
、
都
督
・
都
指
揮
等
の
職
に
陞
襲
せ
ん
こ
と
を
請

ふ
」!1

て
い
る
。
ワ
ン=

ハ
ン
の
登
場
が
嘉
靖
三
二
年
頃
と
す
れ
ば
、
同
三
〇
年
は
ワ
ン
ジ
ュ
最
晩
年
に
あ
た
る
が
、
な
お
勅
書
掠
奪
を
め

ぐ
る
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
な
い
一
方
、
公
式
な
陞
襲
職
を
経
た
勅
書
の
合
法
化
が
企
図
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
考
え
合
わ
せ
て
興
味
深
い
の
は
、
嘉
靖
三
〇
年
代
前
半
、
つ
ま
り
ワ
ン
ジ
ュ
と
ワ
ン=

ハ
ン
の
交
代
期
に
、
冒
名
入
貢
と
勅
書

洗
改
が
記
録
に
登
場
し
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
勅
書
洗
改
に
関
し
て
は
嘉
靖
三
一
年
九
月
、
哈
里
山
衛
指
揮
使
汪
止
・
灰
南
、

阿
剌
河
衛
指
揮
僉
事
台
出
、
帖
列
衛
指
揮
僉
事
兀
納
哈
ら
が
勅
書
の
官
位
を
都
指
揮
に
「
洗
改
」（
書
き
替
え
）
し
て
発
覚
し
た
事
件!2

、

ま
た
冒
名
入
貢
に
関
し
て
は
嘉
靖
三
五
年
三
月
、
阿
剌
河
衛
都
指
揮
僉
事
三
赤
哈
が
「
勅
書
を
詐
冒
し
て
入
貢
」!3

し
て
発
覚
し
た
事
件
が
、

そ
れ
ぞ
れ
最
後
の
記
録
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
海
西
女
直
の
冒
名
入
貢
と
勅
書
洗
改
は
跡
を
絶
つ
。
別
言
す
れ
ば
、
こ
の
現
象
は
ハ
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ダ
・
イ
ェ
ヘ
二
大
勢
力
に
よ
る
千
道
分
有
体
制
が
明
に
公
認
さ
れ
、
も
は
や
掠
奪
の
告
発
と
勅
書
の
返
還
を
め
ぐ
る
紛
糾
を
顧
慮
す
る
必

要
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
同
時
に
、
獲
得
し
た
勅
書
の
合
法
化
が
進
め
ら
れ
た
結
果
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
「
原
給
の
主
名
に
係
ら
ざ
る
こ
と
相
沿
ひ
て
久
し
」（『
開
原
図
説
』）
い
掠
奪
勅
書
が
横
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
明

側
が
既
成
事
実
と
し
て
放
任
し
た
こ
と
は
な
く
、
冒
名
入
貢
が
発
覚
す
れ
ば
勅
書
の
返
還
や
没
収
、
さ
ら
に
は
停
貢
も
免
れ
ず!4

、
ま
し

て
勅
書
の
「
洗
改
」
は
露
見
し
や
す
い
。
そ
こ
で
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
が
と
っ
た
手
段
が
、
衛
所
制
秩
序
に
整
合
さ
せ
る
べ
く
「
原
給
の
主
」

の
子
孫
を
装
っ
て
「
襲
替
」（
襲
職
・
代
職
）
に
も
ち
こ
み
、「
換
勅
」（
旧
勅
と
新
勅
の
換
給
）
の
手
続
き
を
踏
み
、
勅
書
の
形
式
を
合

法
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
万
暦
年
間
に
入
貢
し
た
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
属
下
の
海
西
諸
衛（
後
述
す
る
）に
つ
い
て
、「
給
勅
書
襲
職
」!5

、「
襲

替
換
勅
」!6

、「
襲
職
換
給
勅
書
」!7

、「
襲
替
改
銜
換
勅
」!8

、「
補
給
勅
書
」!9

な
ど
の
字
句
が
『
明
実
録
』
に
散
見
す
る
の
が
そ
の
明
証
で
あ
る

が
、「
族
籍
表
」
に
徴
す
る
限
り
で
は
、
形
式
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
支
障
な
い
と
判
断
と
し
た
の
か
、
内
容
に
矛
盾
を
露
呈
す
る
勅
書
も

め
ず
ら
し
く
な
い@0

。

以
上
を
要
す
る
に
、
ワ
ン
ジ
ュ
の
時
代
は
勅
書
の
掠
奪
と
集
積
に
忙
し
く
、
い
ま
だ
勅
書
の
合
法
化
ま
で
は
十
分
手
が
回
ら
ず
、
そ
の

運
用
が
体
制
と
し
て
安
定
し
た
の
は
む
し
ろ
、
伯
父
ワ
ン
ジ
ュ
の
強
腕
に
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
と
評
さ
れ
る
ワ
ン=

ハ
ン
の
時
代
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
勅
書
は
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
こ
と
が
つ
ぎ
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、「
開
原
馬
市
档
案
」
か
ら
見
た
貢
市
の
情
況

前
章
で
は
勅
書
の
集
積
過
程
に
初
歩
的
な
分
析
を
加
え
、
ワ
ン
ジ
ュ
期
と
ワ
ン=

ハ
ン
期
の
相
違
を
概
括
し
て
み
た
。
既
述
の
よ
う
に
、

嘉
靖
二
〇
年
頃
ま
で
に
施
行
さ
れ
た
朝
貢
制
限
体
制
の
も
と
で
、
勅
書
一
千
道
の
配
分
比
率
は
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
の
盛
衰
に
即
応
し
つ
つ
、

い
く
た
び
か
の
変
動
を
重
ね
た
。
そ
の
過
程
は
当
然
、
朝
貢
者
数
の
多
寡
に
反
映
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
従
来
、『
明
実
録
』
に
登
場
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す
る
進
貢
海
西
諸
衛
の
い
ず
れ
を
も
っ
て
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
の
所
属
と
な
す
べ
き
か
、
的
確
な
判
別
手
段
に
欠
け
る
た
め
、
そ
の
検
討
を
な

か
ば
以
上
断
念
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
明
遼
東
档
案
』@1

が
刊
行
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
開
原
馬
市
関
連

の
档
案
に
よ
っ
て
、
数
年
度
分
の
み
で
あ
る
が
、
馬
市
に
出
入
し
た
人
物
を
具
体
的
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は

入
市
経
由
地
（
広
順
関
・
鎮
北
関
）
の
明
記
が
あ
っ
て
所
属
の
判
別
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
は
『
明
実
録
』
や
『
万
暦
武
功

録
』
所
載
の
人
物
と
も
特
定
可
能
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
档
案
は
下
記
の
六
件
で
あ
る
。〔（

）
内
は
『
明
遼
東
档
案
』
編
者
の
推
定
年
次
〕

①
№
186
「
□
□
□
指
揮
僉
事
完
仁
呈
報
馬
市
抽
分
与
撫
賞
夷
人
用
銀
物
清
冊
」(

嘉
靖
二
九
年
八
月)

②
№
193
「
馬
市
抽
分
税
銀
清
冊
」(

万
暦
一
一
年
九
月)

③
№
194
「
馬
市
抽
分
与
撫
賞
夷
人
用
銀
物
清
冊
」(

万
暦
一
二
年
三
月)

④
№
195
「
安
楽
州
呈
報
撫
賞
夷
人
用
銀
物
清
冊
」(

万
暦
一
二
年
八
月)

⑤
№
197
「
撫
賞
夷
人
用
銀
物
清
冊
」(
万
暦
年
間)

⑥
№
198
「
撫
賞
夷
人
用
銀
物
清
冊
」(

無
年
月)

こ
れ
ら
は
と
も
に
一
九
四
九
年
、
瀋
陽
故
宮
博
物
院
で
発
見
さ
れ
た
『
信
牌
档
』
と
称
さ
れ
る
遼
東
都
指
揮
使
司
関
連
の
官
文
書
に
属

し
、
内
容
は
標
題
に
も
み
る
ご
と
く
開
原
馬
市
で
の
売
買
税
銀
（
抽
分
）
の
徴
収
額
と
、
交
易
そ
の
他
の
名
目
で
入
市
し
た
海
西
女
直
人

や
、
内
ハ
ル
ハ
諸
部
・
ホ
ル
チ
ン
部
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
撫
賞
経
費
（
抽
分
銀
を
も
っ
て
充
当
）
に
関
与
し
て
い
る
。『
信
牌
档
』

の
名
称
は
後
金
軍
が
遼
東
を
征
服
し
た
後
、
押
収
し
た
档
案
を
信
牌
の
裏
打
ち
紙
に
使
用
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
楕
円
形
に
切
り
取

っ
て
整
形
さ
れ
て
い
る
た
め
、
紙
片
の
周
辺
部
に
残
欠
が
は
な
は
だ
し
く
、
文
書
の
発
信
受
信
関
係
や
作
成
年
月
の
詳
細
な
ど
、
全
体
像

の
把
握
も
容
易
で
は
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
を
作
成
年
度
順
に
配
列
す
る
場
合
、
⑤
と
⑥
の
位
置
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
管
見
の
範

囲
内
で
い
え
ば
、
無
年
月
の
⑥
は
①
と
内
容
的
に
対
応
し
、
嘉
靖
二
九
年
八
月
頃
の
作
成
と
看
做
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
②
と
③
、
③
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と
④
、
③
と
⑤
が
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
一
致
し
、
か
つ
ま
た
⑤
が
ワ
ン=

ハ
ン
長
子
フ
ル
ガ
ン
を
「
已＿
故＿
都
督
虎
児
哈
」（
表
Ａ
№
99
）、

次
子
三
馬
兎
を
「
都
督
三
馬
兎
」（
同
№
104
・
№
106
）
と
記
載
す
る
の
に
対
し
、
③
④
は
後
者
を
「
已＿
故＿
都
督
三
馬
兎
」（
同
№
80
・
№
127
）

と
記
載
す
る
か
ら
、
③
が
時
間
的
に
最
も
長
い
範
囲
を
お
お
い
、
そ
の
期
間
の
な
か
に
②→

⑤→

④
の
順
序
で
位
置
づ
け
得
る
と
い
う
推

定
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
開
原
馬
市
に
入
市
す
る
関
門
は
、
広
順
関
・
鎮
北
関
・
新
安
関
の
三
個
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
新
安
関
は
、
内
ハ
ル
ハ

五
部
の
オ
ン
ギ
ラ
ト
部
（
暖
兎

ノ
ム
ト
ゥ

・
伯
言
児

バ

ヤ

ル

）
と
バ
ヨ
ト
部
（
老
思

ロ
オ
サ

・
卜
児
亥

ブ

ル

ハ

イ

）、
ホ
ル
チ
ン
部
（
慌
忽
太

ウ
ン
ガ
ダ
イ

）@2

が
利
用
し
た
関
門
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
事
例
を
除
外
す
る
と
、
広
順
関
・
鎮
北
関
を
利
用
し
た
海
西
関
連
の
記
事
は
、
下
表
Ａ
の
よ
う
に
合
計
一
二
七
条
に
達
す
る
。

し
か
し
、
②
が
万
暦
一
一
年
七
・
八
・
九
月
分
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
以
外
は
、
残
欠
部
分
に
阻
ま
れ
て
以
下
の
よ
う
な
粗
雑
な
見
当
を

つ
け
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
①
（
恐
ら
く
は
⑥
も
）
は
嘉
靖
二
八
年
一
〇
月
以
降
、
二
九
年
八
月
以
前
、
③
は
万
暦
一
一
年
七
月
以
降
、
一

二
年
三
月
以
前
、
④
は
万
暦
一
二
年
正
月
以
降
、
八
月
以
前
を
収
録
範
囲
と
し
、
⑤
は
万
暦
一
一
年
九
月
分
を
確
実
に
含
む
﹇
補
注
﹈。

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
档
案
は
年
代
的
に
二
分
さ
れ
、
①
⑥
が
ハ
ダ
国
ワ
ン
ジ
ュ
の
晩
年
期@3

、
③
②
⑤
④
が
ワ
ン=

ハ
ン
没
後
に

生
じ
た
ハ
ダ
の
内
紛
と
イ
ェ
ヘ
台
頭
の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
、
こ
の
意
味
か
ら
も
勅
書
の
運
用
を
分
析
す
る
上
で
貴
重
な
端
緒
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

下
表
は
上
記
档
案
所
掲
の
入
市
者
名
を
原
文
の
記
載
順
序
に
従
っ
て
列
記
し
、
経
由
し
た
関
門
、
入
市
目
的
等
を
併
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
入
市
者
と
そ
の
統
率
し
た
人
数
、
入
市
時
点
（
圧
倒
的
多
数
は
日
付
の
み
）
の
三
点
か
ら
判
断
し
て
同
一
事
実
と
解
す
べ
き

も
の
、
あ
る
い
は
同
様
の
根
拠
か
ら
入
市
と
撫
賞
と
が
明
ら
か
に
対
を
な
す
も
の
は
、
備
考
欄
に
そ
の
番
号
を
示
し
て
お
い
た
。
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［表Ａ 開原馬市に入市した人物の一覧表］

档案①（嘉靖二八年一〇月以降、二九年八月以前）

№ 入市月日 入市者の人名　　 経由関門 入市目的 備考

1 買売夷人猪羊等三十一名 広順関 易換牛隻等物 7

2 初八日 買売夷人磨磨等四十四名 広順関 易換牛隻等物

3 十六日 買売夷人八哈木等七十二名 鎮北関 易換牛隻等物 32

4 買売夷人都督猛阿等九十九名 鎮北関 易換馬匹等物 29

5 二十七日 買売夷人都督苦牛等七百九名 鎮北関 易換牛隻等物 28

6 八日 買売夷人都督歹答児等八十名 鎮北関 易換牛隻等物

7 初一日 夷人猪羊等三十一名 広順関 撫賞 1

8 初六日 報事夷人都督歹答児等二名 撫賞

9 買売夷人歹答児等三十一名 鎮北関 (易換) 30

10 初二日 買売夷人都督仰哈等百七十六名 鎮北関 易換牛隻等物

11 初七日 買売夷人都督韋中等三百八十（四?）名 鎮北関 易換牛隻等物 18

12 十三日 買売夷人祝孔革等三百八十七名 広順関 易換牛隻等物 54

13 （把）児洪等二百一十六名 鎮北関 (易換牛)隻等物 56

14 十九日 買売夷人汪往等四百八十名 広順･鎮北二関 易換牛隻等物 58

15 買売夷人都督歹答児等四百二十五名 鎮北関 易換牛隻等物 61

16 初二日 買売夷人都督仰哈・勒黒勒等百七十六名 鎮北関 撫賞 10

17 初二日 採幃夷人康速等　　 撫賞

18 初七日 朝京并買売夷人都督韋中等三百八十四名 鎮北関 撫賞 11

19 二十六日 買売夷人三官児等六百二十名 広順関 易換牛隻等物 49

20 買売夷人猪羊・孛児尺（孛児只?）等六十七名 広順関 易換牛隻等物 50

21 □□日 買売夷人都督猛阿・歹因卜魯等五百八十八名 鎮北関 易換牛隻等物

22 二十八日 買売夷人三（二?）漢等一百一十二名 広順関 易換牛隻等物 46

23 夷人都督歹答児等五名 撫賞

24 十四日 伝事夷人都督歹哈等 広順関 撫賞

25 十四日 夷人歹答児等十名　 撫賞

26 □□日 夷人都督王中等　　 広順関 撫賞

27 夷人都督猛阿、并探営夷人羊哈答等三十余名 撫賞

28 二十七日 買売夷人都督苦牛等七百九名 鎮北関 撫賞 5

29 □□日 買売夷人都督猛阿等九十九名 鎮北関 撫賞 4

30 二十六日 買売夷人歹答児等三十一名 鎮北関 撫賞 9

31 二十九日 夷人王中、并把禿等 撫賞

32 (十六日) 買売夷人八哈木等七十二名 鎮北関 撫賞 3

33 夷人都督王中等六十三名 広順関 撫賞
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档案⑥（同上）

34 枉（在?）市住札朝京夷人歹同 撫賞

35 十五日 朝京夷人哈答等二十一名 撫賞

36 夷人孛児只等 撫賞

37 夷人双児　　 撫賞

38 夷人卜桑阿・高小厮 撫賞

39 初三日 夷人小把禿等 撫賞

40 初六日 在市住扎夷人都督仰哈等 撫賞

41 （朝）京夷人汪往・歹同等一百二十九名 撫賞

42 臨辺住牧夷人都督仰哈・勒黒勒等一百余名 撫賞

43 採木夷人因答洪等一十九名 撫賞

44 夷人都督王中差部孛落児只（部落孛児只?）・把台郎 広順関 撫賞

45 三十日 西南二市朝京并報事等項夷人都督猛阿・ 撫賞

歹哈・卜桑阿・把速把禿等三百名

46 二十八日 買売夷人二汗等一百一十二名 広順関 撫賞 22

47 二十八日 在市住札朝京夷人都督猛阿等 撫賞

48 二十八日 在市住扎朝京夷人都督歹因孛羅・歹答 撫賞

力等三十余名

49 二十六日 買売夷人三官児等六百二十名 広順関 撫賞 19

50 買売夷人堵（猪?）羊・孛児只六十七名 （広）順関 撫賞 20

51 十七日 夷人都督歹哈等三名 撫賞

52 十九日 伝事夷人義哈・双児等二起、共六名 撫賞

53 朝京并買売夷人都督猛阿・歹因卜魯 （鎮北）関 （撫賞）

54 買売夷人祝孔革等三百八十七名 撫賞 12

55 夷人孛児只等二名　 撫賞

56 十五日 買売夷人把児洪等三（二?）百一十六名 鎮北関 撫賞 13

57 (?)都児等二名　　 撫賞

58 江上并山寨買売夷人汪往等四百八十名 広順関 撫賞 14

59 二十一日 朝（京）并伝事夷人失里哈双等四十六名 撫賞

60 二十一日 夷人都督王中、并西市羊哈答等五十名 撫賞

61 二十五日 朝京并買売夷人都督歹答児・仰哈等 鎮北関 撫賞 15

四百二十五名

62 孛児只・五古納等一十八名 （撫賞）

63 □十日 夷人都督歹答児・高小厮、并報事双児 撫賞

等二十一名

64 □十日 夷人卜桑哈　 撫賞
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档案②（万暦一一年七・八・九月分）

65 七月十三日 買売夷人南台等五百名 広順関 （易換貂皮）等物 72

66 八月八日 買売夷人仰加奴等九百五十名 鎮北関 易換馬匹等物 73

档案③（万暦一一年七月以降、一二年三月以前）

67 初九日 夷人都督猛骨孛羅等六百五十名 広順関 易換□張等物 113

68 十三日 夷人易八里・火内赤等五百九十名　 鎮北関 （易換） 83

69 二十二日 夷人都督猛骨孛羅・歹商等一千一百名 広順関 （易）換貂皮等物 84?
70 初十日 夷人卜寨差示（易?）八里等四百八十名 鎮北関 易換□皮等物 82

71 七月初二日 朝京夷人都督逞加奴等四起、共一百 鎮北関 撫賞

四十九名

72 七月十三日 買売夷人南台等五百名 広順関 撫賞 65

73 八月初八日 買売夷人都督仰加奴等九百五十名　 鎮北関 撫賞 66

74 十八日 買売夷人都督仰加奴等四百八十名　 鎮北関 易換馬匹等物 102?
75 二十六日 京回夷人都督歪卜・兀堵尚等七起、 広順関 賞下程

共四百四十四（名）

76 二十七日 伝事夷人咬哥・英各木等一十三名　 鎮北関 撫賞

77 本日 京回夷人荘台等三起、共一百二十名 広順関 賞下程

78 二十日 京回夷人 龍哈等五十五名　 広順関 賞下程

79 本日 （進）送漢人夷人歹商差二漢等二名 広順関 撫賞 112?
80 十五日 已故都督三馬兎下妻猛苦姐差歹因孛羅一名 広順関 撫賞

81 十八日 進送漢人夷人歹商差二漢等三名 広順関 撫賞

82 初十日 買売夷人卜寨差易八里等四百八十名 鎮北関 撫賞 70

83 十三日 買売夷人易八里・火内赤等五百九十名 鎮北関 撫賞 68

84 買売夷人都督猛骨□□（孛羅? ） （広順関?）（撫賞? ） 69?
85 初九日 買売夷人落羅等七十一名 鎮北関 撫賞

86 初六日 伝事并京回夷人卜寨・那林孛羅差易八里 鎮北関 撫賞

・往吉奴等五十二名　

87 夷人歹因孛羅等二百名 広順関 （易換□）皮等物 122

88 十二日 夷人易八里等三百四十名 鎮北関 易換□等物 124

89 夷人伯羊等七百名 広順関 （易換） 123

90 三月初八日 夷人兀都傷・火内赤等五百二十名　 鎮北関 （易換） 115

91 二十一日 夷人卜寨・那林孛羅差易八里・兀太等 鎮北関 易換貂皮等物 121

七百九十名

92 十八日 夷人山江・卜落木等八百二十名 鎮北関 易（換）□等物 120

93 初十日 夷人往金奴等五百三十二名　 鎮北関 易換貂皮等物 125

94 二十八日 買売夷人都督逞加奴等九百九十五名 鎮北関 易換皮張等物 103

95 二十日 買売夷人温姐・猛骨孛羅等四百名口 広順関 易換皮張等物 110
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96 九月 買売夷人押不剌等一百四十五名 鎮北関 （易換） 109

97 二十五日 買売夷人都督逞加奴等一千一百八十名 鎮北関 （易換） 105

98 初七日 夷人都督猛骨孛羅・歪卜等五百名　 広順関 易換馬匹等物

档案⑤（万暦一一年九月分）

99 十九日 已故都督虎児哈下妻奔不姐差張三等四名 広順関 撫賞

100 二十四日 故都督王台下妻温姐差多(?) 広順関 撫賞

101 初九日 夷人都督逞加奴差黄小四等四名 鎮北関 撫賞

102 □□日 買売夷人都督仰加奴等四百八（十名?） 鎮北関 撫賞 74?
103 二十八日 買売夷人都督逞加奴等九百九十五名 鎮北関 撫賞 94

104 二十六日 買売夷人都督三馬兎等三百名 広順関 撫賞

105 二十五日 買売夷人都督逞加奴・仰加奴等一千 鎮北関 撫賞 97

一百八十名

106 初一日 広順関夷人都督猛骨孛羅・三馬兎二名 広順関 撫賞

107 初一日 鎮北関夷人都督逞加奴・仰加奴二名 鎮北関 撫賞

108 初五日 伝事夷人黄小四等三名 鎮北関 撫賞

109 十九日 買売夷人押不剌等一百四十五名 鎮北関 撫賞 96

110 二十日 買売夷人温姐・猛骨孛羅等四百名　 広順関 撫賞 95

档案④（万暦一二年正月以降、八月以前）

111 伝事夷人卜寨差部落咬奇等 （鎮北）関 （撫賞）

112 初五日 伝事夷人二漢等二名　 広順関 撫賞 79?
113 初九日 買売夷人都督猛骨孛羅等六百五十名 広順関 撫賞 67

114 初五日 伝事夷人卜寨差咬奇等三名　 鎮北関 撫賞

115 初八日 買売夷人兀都商・火内赤等五百二十名 鎮北関 撫賞 90

116 三十日 伝事夷人扎遅歩・小四等八名 広順関 撫賞

117 十八日 進送漢人夷人咬奇等四名 鎮北関 撫賞

118 買売夷人都督猛骨孛羅 広順関 （撫賞）

119 二十八日 夷人卜寨・那林孛羅等一百名 鎮北関 撫賞

120 十八日 夷人山江・卜落木等八百二十名 鎮北関 撫賞 92

121 二十一日 買売夷人卜寨・那林孛羅差易八里・ 鎮北関 撫賞 91

兀太等七百九十（名?）
122 十四日 買売夷人歹因孛羅等二百名　 広順関 撫賞 87

123 十一日 夷人柏羊等七百名 広順関 撫賞 89

124 十二日 夷人易八里等三百四十名 鎮北関 撫賞 88

125 初十日 買売夷人往金奴等五百三十二名 鎮北関 撫賞 93

126 十一日 京回夷人往吉奴等八起、共三百名　 鎮北関 撫賞

127 十六日 已故都督三馬兎下妻猛苦姐差歹因孛羅二名 広順関 撫賞



以
上
の
よ
う
に
、
広
順
関
・
鎮
北
関
を
通
過
し
て
開
原
馬
市
に
出
入
し
た
海
西
女
直
人
に
は
、
入
市
目
的
か
ら
大
別
し
て
「
買
売
夷
人
」「
朝

京
夷
人
」「
京
回
夷
人
」「
進
送
漢
人
夷
人
」「
伝
事
夷
人
（
報
事
夷
人
）」「
探
営
夷
人
」
な
ど
の
種
別
が
あ
っ
た
。
大
半
を
占
め
る
「
買
売
夷
人
」

は
、「
牛
隻
・
馬
匹
・
貂
皮
・
皮
張
等
物
」
を
漢
人
の
「
買
売
人
」（
表
で
は
人
名
省
略
）
と
「
易
換
」
す
る
た
め
に
入
市
す
る
、
一
「
起
」（
＝

群
）
あ
た
り
数
十
名
か
ら
数
百
名
、
多
い
場
合
に
は
一
千
名
を
越
え
る
交
易
商
人
団
を
指
し
、
表
に
見
る
通
り
交
易
と
同
日
に
、「
撫
賞
」
と
称

し
て
多
種
多
様
な
物
品
の
供
与
を
受
け
る
慣
例
が
あ
っ
た
。「
朝
京
夷
人
」「
京
回
夷
人
」
と
は
文
字
通
り
北
京
進
貢
の
往
返
に
あ
た
り
、
規
定

に
従
っ
て
開
原
を
通
過
し
、「
撫
賞
」「
下
程
」
の
供
与
を
受
け
た
海
西
女
直
の
謂
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑥
№
61
「
朝
京
夷
人
都
督
歹
答
児
」、

③
№
75
「
京
回
夷
人
都
督
歪
卜
」
と
№
77
「
京
回
夷
人
荘
台
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
明
実
録
』
嘉
靖
二
九
年
三
月
条
と
万
暦
十
一
年
七
月
条
に
対

応
す
る
朝
貢
記
事
が
見
え
て
い
る@4

。「
進
送
漢
人
夷
人
」「
伝
事
夷
人
」「
探
営
夷
人
」
は
被
虜
漢
人
の
送
還
、
情
報
の
伝
達
、
自
余
の
女
直
・
モ

ン
ゴ
ル
諸
集
団
に
対
す
る
偵
察
報
告
と
い
っ
た
名
目
で
派
遣
さ
れ
た
女
直
人
を
指
し
、
や
は
り
「
撫
賞
」
と
い
う
形
で
褒
賞
に
与
か
っ
た
。

開
原
馬
市
に
出
入
し
た
海
西
女
直
人
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
吟
味
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
両
国
の
首
長
名
を
表
Ａ
か
ら
抽

出
し
、
併
せ
て
『
開
原
図
説
』
に
準
拠
し
て
そ
れ
ら
の
血
縁
関
係
を
図
示
す
る
と
、
表
Ｂ
（
次
頁
）
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
。
図
の
人
名

中
、
祝
孔
革
、
お
よ
び
こ
こ
ま
で
言
及
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
ｇ
奔
不
姐
・
ｅ
猛
苦
姐
・
ｄ
南
台
・
ｍ
押
不
剌
に
つ
い
て
は
若
干
説
明
を

加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
①
№
12
・
⑥
№
54
「
買
売
夷
人
祝
孔
革
」
が
イ
ェ
ヘ
の
チ
ュ
ク
ン
ゲ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
嘉
靖
二
九

年
八
月
時
点
で
な
お
生
存
し
、
ワ
ン
ジ
ュ
に
捕
殺
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
年
代
的
に
は
矛
盾
し
な
い

が
、
祝
孔
革
が
鎮
北
関
で
は
な
く
広
順
関
経
由
で
入
市
し
て
い
る
の
は
、
イ
ェ
ヘ
首
領
と
し
て
は
は
な
は
だ
不
自
然
の
感
を
否
め
な
い
。

奔
不
姐
と
猛
苦
姐
は
『
万
暦
武
功
録
』（
以
下
『
武
功
録
』
と
略
称
）
歹
商
列
伝
に
見
え
る
「
夷
婦
分
姐
・
猛
骨
姐
」
に
該
当
す
る
人
物

で
、
フ
ル
ガ
ン
・
三
馬
兎
両
名
の
下
妻
（
側
室
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
馬
市
档
案
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
判
明
す
る
事
実
で
あ
る
。
南
台

は
王
台
の
四
子
に
あ
た
り
、「
煖
台
」（『
開
原
図
説
』）、「
那
木
台
」（『
遼
夷
略
』）、「
煖
太
」（『
武
功
録
』
王
台
列
伝
）
な
ど
と
異
訳
さ

れ
る
。
押
不
剌
は
『
武
功
録
』
歹
商
列
伝
に
「
煙
州
・
押
不
剌
」
と
併
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
兄
弟
の
叔
父

830

五
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［表Ｂ　『遼東档案』に見えるハダ・イェヘの首長］

ａ 夷人都督王中 ①26/31/33・⑥44/60

ｂ 故都督王台下妻温姐 ③95(=110)/100

ｃ 買売夷人都督三馬兎 ⑤104/106

ｄ 買売夷人南台 ②65(=③72）

ｅ 已故都督三馬兎下妻猛苦姐 ③80・④127

ｆ 夷人都督猛骨孛羅　 ③67(=④113)/69(=84)/95(=110)/98・⑤106/118

ｇ 已故都督虎児哈下妻奔不姐 ⑤99

ｈ 夷人都督歹商 ③69/81

ｉ 買売夷人都督逞加奴 ③71/94(=103)/97(=⑤105)・⑤101/107

ｊ 買売夷人都督仰加奴 ②66(=③73）・③74(=⑤102)・⑤105/107

ｋ 夷人卜寨 ③70(=82)/86/91(④121)・④111/114/119/121

ｌ 夷人那林孛羅 ③86/91 (=④121)・④119

ｍ 買売夷人押不剌 ③96(=⑤109)

備考:網かけ部分は表Bに未見の人名



捏

哈
の
次
子
「
烟
州
」
・
三
子
「
阿
卜
剌
」（『
開
原
図
説
』）
に
該
当
し
、『
興

墾
達
爾
哈
家
譜
』（
清
代
編
纂
の
イ
ェ
ヘ=

ナ
ラ
氏
家
譜
）
で
はniyaniyakan

（
＝

捏

哈
）
の
長
子yanju

・
四
子yabaran

に
作
る
。

上
図
に
示
し
た
両
国
の
ベ
イ
レ
た
ち
が
父
祖
か
ら
各
々
勅
書
を
相
続
し
、
自
ら

馬
市
に
出
向
く
か
属
下
を
派
遣
す
る
か
し
て
盛
大
な
交
易
を
営
ん
だ
こ
と
は
、
表

Ｃ
に
列
記
し
た
よ
う
な
随
行
者
数
な
い
し
派
遣
者
数
が
如
実
に
こ
れ
を
物
語
り
、

南
北
両
関
の
ベ
イ
レ
ら
が
「
商
業
資
本
家
」
的
側
面
の
持
ち
主
と
規
定
さ
れ
る@5

所

以
も
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、『
明
実
録
』
か
ら
見
た
勅
書
配
分
の
推
移

前
章
の
表
Ａ
を
通
じ
て
開
原
馬
市
に
出
入
し
た
人
物
の
情
報
が
相
当
数
得
ら
れ

た
。
本
章
で
は
こ
れ
を
『
明
実
録
』
と
突
き
合
わ
せ
、
朝
貢
に
行
使
さ
れ
た
勅
書

数
を
割
り
出
し
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
の
勅
書
配
分
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。
い
ま
、『
明

実
録
』
か
ら
朝
貢
制
限
の
新
規
定
が
実
施
さ
れ
た
嘉
靖
二
〇
（1541

）
年
以
後
、

ハ
ダ
国
滅
亡
の
万
暦
二
九
（1601

）
年
前
後
に
わ
た
る
朝
貢
に
し
て
、
使
節
団
の

人
数
が
一
度
で
も
明
記
さ
れ
る
年
度
を
選
定
し
、
そ
の
年
次
に
繋
け
ら
れ
た
事
例

を
余
さ
ず
列
挙
す
る
と
、
下
記
の
一
二
個
年
が
検
出
さ
れ
る
（
表
Ｄ
）。

こ
の
う
ち
、
す
べ
て
の
朝
貢
使
節
団
に
つ
い
て
、
そ
の
人
数
が
逐
一
明
記
さ
れ
て
い
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温姐・猛骨孛羅等四百名口 №95

南台等五百名 65

猛骨孛羅・歹商等一千一百名 69

猛骨孛羅等六百五十名 67

猛骨孛羅・歪卜等五百名 98

三馬兎等三百名 104

ハ
ダ
首
長
層

逞加奴等九百九十五名 №94

逞加奴（仰加奴）等一千一百八十名 97

仰加奴等九百五十名 66

仰加奴等四百八十名 74

卜寨差易八里等四百八十名 70

卜寨・那林孛羅差易八里・兀太等 91

七百九十名

卜寨・那林孛羅等一百名 111

押不剌等一百四十五名 96

イ
ェ
ヘ
首
長
層

［表Ｃ　ハダ・イェヘの首長層と随行者数］
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［表Ｄ　『明実録』に見える海西諸衛の朝貢人数］

年　　度 月　日・ 進　貢　衛　名・人名・人数

Ⅰ隆慶五年 五月戊子 ａ海西者剌等衛都督阿失卜等三百三十人来朝貢馬。
(1571) 六月庚戌 ｂ海西古城等衛都督台失等三百六十九人来朝貢馬。

七月壬申 ｃ海西右傍其箚等衛都指揮等官乃哈等一百五十三人来朝貢馬。
八月辛丑 ｄ海西咬郎兀等衛女直夷人都指揮大漢等一百四十七人来朝貢馬。

Ⅱ万暦二年 五月戊戌 ａ海西者剌等衛都督阿失卜等二百十一名、併塔魯等衛都督
(1574) 僉事籠卜等一百七十九名各朝貢。

六月乙卯 ｂ海西古城等衛女直都指揮同知兀荅等二百名、并忽蘭山等
衛都督同知阿卜等一百一十名各赴京進貢。

七月丁丑 ｃ宴賞海西朝貢咬郎兀等衛女直都指揮使大汗等、并禿赤等
衛都指揮僉事少里等如例。

Ⅲ万暦四年 正月癸丑 ａ海西哈児等衛女直夷人都指揮等官 龍哈等二百八十二員
(1576) 貢馬。

己未 ｂ海西塔魯等衛都指揮僉事籠卜等一百五十員名入貢。
二月丙寅 ｃ遼東海西者剌等衛女直夷人都督等官阿失卜等四百十七員

名貢馬。
己巳 ｄ海西阿資河等衛女直都指揮同知亦把力等、并弗禿等衛都

指揮使往吉奴等入貢。

Ⅳ万暦七年 二月丁丑 ａ賜海西者剌等衛進貢女直夷人（歪卜）等宴如例。
(1579) 癸未 ｂ賜海西古城等衛進貢女直夷人（兀堵尚）等宴如例。

癸巳 ｃ賜海西 河等衛進貢女直夷人台失等宴如例（三月丁未；
遼東海西 河衛女直都指揮等官台失等二百八十八員、備
馬二百八十八匹赴京進貢）。

庚子 ｄ賜海西哈児等衛進貢女直夷人 龍哈等宴如例。
三月丙辰 ｅ賜海西平河等衛進貢女直夷官（高大官児）等宴如例。
四月辛未 ｆ海西弗禿等衛女直夷人都指揮使往吉奴等四起、共一百五

十員名進貢。

Ⅴ万暦九年 正月辛巳 ａ海西者剌等衛女直夷人都督僉事歪卜等来朝貢。
(1581) 辛卯 ｂ海西古城等衛女直都指揮同知兀堵（尚）等進貢。

二月丙辰 ｃ海西弗思木等衛女直都督僉事並（荘）台等一百八十九人
赴京進貢。

三月乙丑 ｄ海西哈児等衛女直都指揮僉事 龍哈等入貢。
己卯 ｅ海西亦思察河等衛女直夷人都指揮僉事往吉奴等一百四十

九員赴京進貢。
己丑 ｆ海西弗提等衛女直都指揮僉事賽別禿等一百五十人赴京進貢。

Ⅵ万暦十六年 十一月丁卯 ａ海西思（忽）魯衛女直夷人都指揮羊孛羅等二百三十九人
(1588) 朝貢。

癸酉 ｂ海西撒剌等衛女直夷人都指揮使阿失卜等一百七十八人朝貢。
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十二月辛巳 ｃ海西弗禿等衛女直夷人都指揮往吉奴等一百一名進貢。
庚寅 ｄ海西友帖等衛女直夷人都指揮泊 等一百八十三人進貢。
丁酉 ｅ海西脱倫兀等衛女直夷人都指揮几（兀）失等四起、共一

百四十五人進貢。
庚子 ｆ海西順箚等衛女直夷人都指揮宿八害等一百五人進貢方物。

Ⅶ万暦十九年 三月甲子 ａ海西友帖・忽里等衛女直夷人伯 等二百九十六員進馬五百
(1591) 九十二匹。

閏三月丁丑 ｂ海西弗思木衛女直夷人進貢。
甲申 ｃ海西脱倫兀等衛女直夷人兀失等、又海西安出等衛阿都等、

（海）西友帖等衛伯 等各入貢。
四月己未 ｄ賜貢夷海西忽魯衛女直夷人都督僉事羊孛羅等宴。

Ⅷ万暦二一年 四月甲午 ａ海西忽魯等衛女直夷人都督羊孛羅等九十八員赴京進貢。
(1593) 海西納剌河等衛夷人都指揮卜寨等三起、共九十九員名進貢。

己酉 ｂ賜海西忽把等衛入貢夷人箚失卜等九十員名筵宴。
五月丁丑 ｃ宴賞海西安河等衛都指揮歪卜等八十五員名、忽児海等衛

都指揮阿失卜等八十九員名。
六月壬辰 ｄ宴賞海西弗禿等衛入貢夷人都指揮往吉奴等一百八員名。
十月己丑 ｅ海西弗思木等衛貢夷荘台等一百一十名。

十一月甲寅 ｆ海西脱倫（兀）等衛夷人都督都指揮指揮兀失等一百十一
名赴京進貢。

Ⅸ万暦三〇年 閏二月辛丑 ａ宴海西脱倫兀等衛進貢夷人看只木等一百十一名。
(1602) 四月庚子 ｂ宴海西忽魯等衛貢夷羊孛羅等九十九名。

五月乙亥 ｃ宴海西老哈等衛進貢夷人阿卜害等一百名。
九月乙巳 ｄ宴海西者剌等衛進貢夷人呵（阿）都等九十八名。
十月丁未 ｅ宴海西友帖等衛進貢夷人三官児等八十七名。

Ⅹ万暦三二年 閏九月己未 ａ宴海西者剌等衛進貢夷人阿都等一百八十七名。
(1604) 十月甲子 ｂ海西友帖等衛夷人三官児等一百七十六名。補進二十七

年・二十八年分貢馬三百五十二匹。

ⅩⅠ万暦三三年 三月丁酉 ａ宴海西卜顔等衛進貢夷人王孛羅等一百九十八名。
(1605) 五月丁亥 ｂ宴海西老哈等衛進貢夷人阿卜害等一百七名。

七月庚子 ｃ宴海西渚冬河等衛進貢夷人兀速児赤等一百十二名。
十一月丙戌 ｄ宴海西弗思木等衛貢夷荘台等一百一十名。

乙未 ｅ宴海西脱倫兀等衛進貢夷人著（看）只木等一百九名。

ⅩⅡ万暦三六年 九月辛卯 ａ礼部侍郎楊道賓……疏言「……其広順関所進海西夷酋、
(1608) 向有南北二関。要見看只木等一百十一名・荘台等一百十

名、果係何関種。……」
十二月庚辰 ａ'頒給海西弗思木等衛女直夷人荘台・看只木等二百二十一

名貢賞如例。



る
年
度
は
、
Ⅰ
隆
慶
五
年
（
計
九
九
九
人
）、
Ⅵ
万
暦
一
六
年
（
計
九
五
一
人
）、
Ⅷ
万
暦
二
一
年
（
計
七
九
〇
人
）、
Ⅸ
万
暦
三
〇
年
（
計
四
九

五
人
）、
Ⅹ
万
暦
三
二
年
（
計
三
六
三
人
）、
-
万
暦
三
三
年
（
計
六
三
六
人
）の
六
個
年
に
と
ど
ま
り
、
残
念
な
が
ら
嘉
靖
年
間
の
事
例
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
以
下
の
叙
述
は
ワ
ン=

ハ
ン
時
代
と
そ
の
没
後
に
関
す
る
、
勢
い
緻
密
さ
を
欠
い
た
推
測
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、

そ
れ
で
も
あ
る
程
度
の
見
通
し
は
立
ち
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
Ⅰ
隆
慶
五
年
度
の
朝
貢
人
数
は
合
計
九
九
九
人
と
な
り
、
貢
勅
一
千
道
に
正
し
く
照
応
す
る
唯
一
の
事
例
で
あ
る@6

。
か
り
に

ハ
ダ
七
〇
〇
道
、
イ
ェ
ヘ
三
〇
〇
道
と
い
う
既
述
の
配
分
が
正
し
か
っ
た
と
す
る
と
、
ａ
「
者
剌
衛
阿
失
卜
」
以
下
三
三
〇
人
と
ｂ
「
古

城
衛
台
失
」
以
下
三
六
九
人
の
行
使
し
た
計
六
九
九
道
は
ハ
ダ
所
有
分
で
あ
り
、「
右
傍
其
箚
衛
乃
哈
」
以
下
一
五
三
人
と
「
咬
郎
兀
衛

大
漢
」
以
下
一
四
七
人
の
計
三
〇
〇
道
は
イ
ェ
ヘ
所
有
分
で
あ
っ
た
と
見
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
阿
失
卜
以
下
の
四
人
は
馬
市
档
案
に
名

が
見
え
な
い
も
の
の
、
衛
名
に
即
し
て
推
断
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
者
剌
衛
・
古
城
衛
の
人
名
と
し
て
は
Ⅴ
ａ
「
者
剌
衛
歪
卜
」、
Ⅳ
ｂ

「
古
城
衛
兀
堵
尚
」、
Ⅴ
ｂ
「
古
城
衛
兀
堵
尚
」
が
あ
り
、
こ
の
歪
卜
と
兀
堵
尚
は
表
Ａ
№
75
「
京
回
夷
人
都
督
歪
卜
・
兀
堵
尚
」、
№
98

「
夷
人
都
督
猛
骨
孛
羅
・
歪
卜
」
の
歪
卜
・
兀
堵
尚
に
相
違
な
い
か
ら
、
広
順
関
経
由
で
入
市
し
た
紛
れ
も
な
い
ハ
ダ
の
属
下
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
№
90
「
夷
人
兀
都
傷
・
火
内
赤
」（
＝
№
115
「
買
売
夷
人
兀
都
商
・
火
内
赤
」）
の
兀
都
傷
（
兀
都
商
）
は
、
鎮
北
関
経
由
で
入

市
し
て
い
る
か
ら
、
イ
ェ
ヘ
所
属
の
同
名
異
人
で
あ
ろ
う
。
右
傍
其
箚
衛
と
咬
郎
兀
衛
は
つ
ぎ
に
ふ
れ
る
と
し
て
、
と
も
か
く
少
な
く
と

も
隆
慶
五
年
頃
の
ハ
ダ
が
六
九
九
道
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

Ⅱ
万
暦
二
年
度
は
、
ａ
ｂ
の
合
計
が
ま
さ
に
七
〇
〇
人
と
な
り
、
差
し
引
き
三
〇
〇
人
が
ｃ
に
相
当
し
、
ま
た
Ⅲ
万
暦
四
年
度
は
ａ
ｂ

ｃ
の
合
計
が
八
四
九
人
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に
ｄ
の
人
数
は
差
し
引
き
一
五
一
人
と
推
定
さ
れ
る
。
Ⅱ
ａ
ｂ
の
合
計
七
〇
〇
道
は
一
見
ハ

ダ
所
有
分
に
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
確
実
な
の
は
「
者
剌
衛
阿
失
卜
」
と
「
古
城
衛
兀
荅
」
の
計
四
一
一
道
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、

Ⅲ
ａ
「
哈
児
衛

龍
哈
」、
ｃ
「
者
剌
衛
阿
失
卜
」、
ｄ
「
阿
資
河
衛
亦
把
力
」「
弗
禿
衛
往
吉
奴
」
と
い
っ
た
人
物
中
、
既
出
の
阿
失
卜

を
除
く
三
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
№
78
「
京
回
夷
人

龍
哈
」、
№
68
「
夷
人
易
八
里
・
火
内
赤
」（
＝
№
83
「
買
売
夷
人
易
八
里
・
火
内
赤
」）、
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№
70
「
夷
人
卜
寨
差
示
（
易
）
八
里
」（
＝
№
82
「
買
売
夷
人
卜
寨
差
易
八
里
」）、
№
86
「
伝
事
并
京
回
夷
人
卜
寨
・
那
林
孛
羅
差
易
八

里
・
往
吉
奴
」、
№
88
「
夷
人
易
八
里
」（
＝
№
124
「
夷
人
易
八
里
」）、
№
121
「
買
売
夷
人
卜
寨
・
那
林
孛
羅
差
易
八
里
・
兀
太
」、
№
126

「
京
回
夷
人
往
吉
奴
」
な
ど
と
見
え
、
広
順
関
経
由
で
入
市
し
た

龍
哈
が
ハ
ダ
所
属
、
卜
寨
・
那
林
孛
羅
配
下
の
亦
把
力
（
易
八

里
）
・
往
吉
奴
が
イ
ェ
ヘ
所
属
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
ハ
ダ
所
属
の
確
か
な
Ⅲ
ａ

龍
哈
と
ｃ
阿
失
卜
の
合
計

は
六
九
九
人
と
な
っ
て
Ⅰ
と
完
全
に
符
合
し
、
よ
っ
て
Ⅲ
ｂ
「
塔
魯
衛
籠
卜
」（
＝
Ⅱ
ａ
「
塔
魯
衛
籠
卜
」）、
お
よ
び
Ⅱ
ｃ
「
咬
郎
兀
衛

大
汗
（
＝
Ⅰ
ｄ
大
漢
）」
は
イ
ェ
ヘ
所
属
、「
禿
赤
衛
少
里
」
は
ハ
ダ
所
属
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
Ⅰ
ｃ
「
右
傍
其
箚
衛
乃
哈
」
も

イ
ェ
ヘ
所
属
に
相
違
な
い
。
Ⅱ
ｂ
「
忽
蘭
山
衛
阿
卜
」
は
、「
族
籍
表
」
第
一
ム
ク
ン
第
一
一
タ
タ
ン
（
以
下
、
一–

11
の
よ
う
に
略
記
）

「h
ůnlan

šan

衛
都
指
揮
同
知huju
の
子asibu

」（
嘉
靖
一
一
年
襲
職
）
と
同
一
人
物
な
ら
ば
、
ハ
ダ
所
属
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ
万
暦
七
年
の
場
合
は
、
ａ
「
者
剌
衛
歪
卜
」・
ｂ
「
古
城
衛
兀
堵
尚
」・
ｃ
「

河
衛
台
失
」・
ｄ
「
哈
児
衛

龍
哈
」・
ｅ
「
平
河

衛
高
大
官
児
」・
ｆ
「
弗
禿
衛
往
吉
奴
」
ら
計
六
次
の
進
貢
が
認
め
ら
れ
る
。
う
ち
、
ａ
ｂ
ｄ
が
ハ
ダ
、
ｆ
が
イ
ェ
ヘ
の
所
属
で
あ
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ｃ
「

河
衛
台
失
」
と
は
、
万
暦
一
一
年
に
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
・
ヤ
ン
ギ
ヌ
兄
弟
が
メ
ン
ゲ
ブ
ル
・
ダ
イ
シ
ャ
ン
叔

姪
を
攻
撃
し
た
際
、
ハ
ダ
か
ら
イ
ェ
ヘ
に
寝
返
っ
た
「
台
失
」（『
武
功
録
』
歹
商
伝
、
逞
加
奴
・
仰
加
奴
伝
）
で
あ
る
か
ら
、
残
る
ｅ

「
平
河
衛
高
大
官
児
」
は
イ
ェ
ヘ
の
属
下
で
あ
り
、
こ
れ
に
往
吉
奴
の
行
使
し
た
勅
書
一
五
〇
道
を
加
算
し
て
三
〇
〇
道
に
な
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
万
暦
九
年
の
事
例
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
Ⅴ
ａ
「
者
剌
衛
歪
卜
」・
ｂ
「
古
城
衛
兀
堵
尚
」・
ｃ
「
弗
思
木
衛
荘

台
」・
ｄ
「
哈
児
衛

龍
哈
」・
ｅ
「
亦
思
察
河
衛
往
吉
奴
」・
ｆ
「
弗
提
衛
賽
別
禿
」
の
う
ち
、
ａ
ｂ
ｄ
は
ハ
ダ
所
属
で
あ
り
、
ｃ
は
広

順
関
経
由
で
入
市
し
た
№
77
「
京
回
夷
人
荘
台
」
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
ハ
ダ
の
所
属
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
ｅ
ｆ
が
イ
ェ
ヘ
属

下
と
す
れ
ば
、
そ
の
合
計
は
二
九
九
道
と
な
り
、
正
し
く
イ
ェ
ヘ
所
有
分
に
合
致
す
る
。
な
お
、
№
126
「
京
回
夷
人
往
吉
奴
等
八
起
、
共

三
百
名
」（
鎮
北
関
経
由
）
に
拠
れ
ば
、
万
暦
一
二
年
に
お
い
て
も
イ
ェ
ヘ
所
有
分
は
三
〇
〇
道
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
が
、
前
年
の
ハ

ダ
所
有
分
が
六
一
九
道
（
№
75
「
歪
卜
・
兀
堵
尚
等
七
起
、
共
四
百
四
十
四
名
」、
№
77
「
荘
台
等
三
起
、
共
一
百
二
十
名
」、
№
78
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「

龍
哈
等
五
十
五
名
」）
で
、
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
ら
が
ハ
ダ
か
ら
奪
取
し
た
と
さ
れ
る
八
〇
道
を
差
し
引
い
た
勅
書
数
に
合
致
す
る
の
で
、

万
暦
一
一
年
時
点
の
配
分
は
ハ
ダ
六
一
九
道
・
イ
ェ
ヘ
三
八
〇
道
と
解
し
て
よ
い
。

Ⅵ
万
暦
一
六
年
か
ら
=
万
暦
三
六
年
に
か
け
て
は
、
南
北
両
関
の
勅
書
均
分
（
万
暦
一
六
年
）、
イ
ェ
ヘ
に
よ
る
ダ
イ
シ
ャ
ン
誘
殺
と

勅
書
奪
取
（
万
暦
一
九
年
一
月
）、
ヌ
ル
ハ
チ
の
ハ
ダ
併
合
と
勅
書
獲
得
（
万
暦
二
七
年
）、
明
の
介
入
に
よ
る
ウ
ル
グ
ダ
イ
（
メ
ン
ゲ
ブ

ル
長
子
）
の
ハ
ダ
復
興
（
万
暦
二
九
年
）
と
そ
の
崩
壊
な
ど
の
事
件
が
継
起
し
、
勅
書
の
ゆ
く
え
は
二
転
三
転
す
る
。『
明
実
録
』
の
記

録
は
欠
落
が
多
く
、
そ
の
動
向
を
微
細
に
割
り
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
最
終
的
な
決
着
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
に
、
万
暦
三

二
年
度
の
合
計
三
六
三
道
は
メ
ン
ゲ
ブ
ル
か
ら
ウ
ル
グ
ダ
イ
が
相
続
し
た
勅
書
数
に
あ
た
る
が
、
ウ
ル
グ
ダ
イ
は
イ
ェ
ヘ
の
攻
撃
に
窮
迫

し
た
末
、
部
衆
を
率
い
て
ヌ
ル
ハ
チ
に
投
じ
た
（
万
暦
二
九
年
）
の
で
、
実
質
的
な
行
使
者
は
無
論
ヌ
ル
ハ
チ
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
万

暦
三
三
年
度
の
合
計
六
三
六
道
は
、
万
暦
四
六
年
度
に
北
関
の
金
台

ギ
ン
タ
イ

失シ

（
ナ
リ
ン
ブ
ル
弟
）
ら
が
行
使
し
た
六
三
六
道
に
等
し
く
、
均
分

後
の
イ
ェ
ヘ
所
有
分
四
九
九
道
に
、
ダ
イ
シ
ャ
ン
か
ら
奪
取
し
た
一
三
七
道
を
加
算
し
た
も
の
に
該
当
す
る
。
そ
の
際
、
も
と
ハ
ダ
所
属

の
-
ｄ
「
弗
思
木
衛
荘
台
」
は
、
万
暦
三
三
年
当
時
、
イ
ェ
ヘ
属
下
と
し
て
進
貢
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
万
暦
一
九
年
以
後
の
変

化
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
Ⅹ
ａ
「
者
剌
衛
阿
都
」
と
ｂ
「
友
帖
衛
三
官
児
」（
五
〇
年
以
上
も
隔
た
る
№
19
・
49
三
官
児
と
は
別
人

で
あ
ろ
う
）
が
旧
ハ
ダ
所
属
、
-
ａ
「
卜
顔
衛
王
孛
羅
」、ｂ
「
老
哈
衛
阿
卜
害
」、ｃ
「
渚
冬
河
衛
兀
速
児
赤
」、ｅ
「
脱
倫
兀
衛
著
（
看
）

只
木
」、
ｄ
「
弗
思
木
衛
荘
台
」（
万
暦
一
九
年
以
後
）
が
イ
ェ
ヘ
所
属
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
と
に
-
ｅ
ｄ
は
=
ａ
ａ’
に
も
登
場
し
、

礼
部
侍
郎
の
楊
道
賓
は
こ
れ
を
「
果
し
て
何
関
の
種
に
係
る
や
」
と
疑
問
視
す
る
が
、
万
暦
三
六
年
は
ヌ
ル
ハ
チ
が
ウ
ル
グ
ダ
イ
名
義
の

三
六
三
道
を
、
撫
順
か
ら
混
進
し
よ
う
と
し
て
明
側
の
拒
否
に
遭
い
、
建
州
配
当
分
（
ヌ
ル
ハ
チ
三
五
七
道
・
シ
ュ
ル
ガ
チ
一
四
〇
道
、

計
四
九
七
道
）
し
か
行
使
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
よ
り
北
関
イ
ェ
ヘ
所
属
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

Ⅹ
・
-
・
=
の
結
果
か
ら
Ⅵ
・
Ⅶ
・
Ⅷ
・
Ⅸ
を
遡
及
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
Ⅸ
ａ
「
脱
倫
兀
衛
看
只
木
」
と
Ⅸ
ｅ
「
友
帖
衛
三

官
児
」
は
、
各
々
-
ｅ
・
Ⅹ
ｂ
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
Ⅷ
ａ
「
納
剌
河
衛
卜
寨
」
は
衛
名
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
の
長
子
ブ
ジ
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ャ
イ
で
は
あ
る
ま
い@7

。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、
以
下
の
考
証
に
よ
り
ハ
ダ
所
属
が
明
ら
か
な
「
忽
把
衛
箚
失
卜
」、「
忽
児
海
衛
阿
失
卜
」、

「
安
河
衛
歪
卜
」
と
合
算
し
て
、
万
暦
二
一
年
の
ハ
ダ
入
貢
者
合
計
は
三
六
三
人
と
な
り
、
万
暦
一
九
年
以
後
の
ハ
ダ
所
有
勅
書
総
数
に

符
合
す
る
。
Ⅵ
ｃ
・
Ⅷ
ｄ
「
弗
禿
衛
往
吉
奴
」
は
既
述
の
通
り
イ
ェ
ヘ
所
属
、
Ⅵ
ｅ
・
Ⅶ
ｃ
・
Ⅷ
ｆ
「
脱
倫
兀
衛
兀
失
」
は
-
ｅ
と
の
衛

名
一
致
か
ら
見
て
や
は
り
イ
ェ
ヘ
所
属
で
あ
る
。
Ⅵ
ａ
・
Ⅶ
ｄ
・
Ⅷ
ａ
・
Ⅸ
ｂ
「
忽
魯
衛
羊
孛
羅
」
に
つ
い
て
は
、
同
衛
の
阿
卜
害
の
入

貢
記
事
が
『
明
実
録
』
万
暦
三
七
年
正
月
庚
子
条
に
看
取
さ
れ
る
が
、
万
暦
三
六
年
に
ハ
ダ
勅
書
の
混
進
が
露
見
し
た
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
万

暦
三
七
・
三
八
年
の
二
年
間
、
全
面
停
貢
の
処
分
を
受
け
、
ハ
ダ
の
勅
書
も
行
使
し
得
な
か
っ
た
以
上
、
忽
魯
衛
は
イ
ェ
ヘ
所
属
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
忽
魯
衛
の
阿
卜
害
は
-
ｂ
「
老
哈
衛
阿
卜
害
」
と
同
名
異
人
で
あ
ろ
う
。

Ⅵ
ｂ
「
撒
剌
衛
阿
失
卜
」
と
Ⅷ
ｃ
「
忽
児
海
衛
阿
失
卜
」
と
は
別
人
で
あ
っ
て
、
前
者
は
既
出
の
「
者
剌
衛
阿
失
卜
」、
す
な
わ
ち
「
族
籍

表
」
二–

13
「
海
西sele

衛
都
指
揮
僉
事daiju

の
子asibu

」（
嘉
靖
年
間
）
に
、
後
者
は
「
族
籍
表
」
三–

８
「
海
西hůrha

衛
都
指
揮
使tuna

の
子asibu

」（
嘉
靖
四
三
年
）
に
該
当
し
、
い
ず
れ
も
ハ
ダ
所
属
と
解
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ⅷ
ｂ
「
忽
把
衛
箚
失
卜
」
は
、『
武
功
録
』

猛
骨
孛
羅
伝
に
「
猛
骨
孛
羅
部
夷
札
失
卜
」
と
見
え
る
札
失
卜
に
該
当
し
、
無
論
ハ
ダ
所
属
で
あ
る
。
Ⅶ
ｃ
「
安
出
衛
阿
都
」
は
、「
族
籍
表
」

一–

４
「
海
西alcu

衛
都
指
揮
使adu

」（
万
暦
四
年
）
に
相
当
し
、
ハ
ダ
所
属
の
可
能
性
が
高
い
。
Ⅷ
ｃ
「
安
河
衛
歪
卜
」
は
既
出
の
「
者
剌

衛
歪
卜
」
と
は
同
名
異
人
で
あ
る
。
後
者
は
す
で
に
万
暦
一
五
年
、
ブ
ジ
ャ
イ
・
ナ
リ
ン
ブ
ル
に
襲
殺
さ
れ
て
い
た
（『
武
功
録
』
歹
商
伝
）

か
ら
で
あ
る
が
、
前
者
の
所
属
に
関
し
て
は
「
族
籍
表
」
一–
１
／
一–

11
に
「
安
河A

n
H

o

衛
」
の
勅
書
が
記
載
さ
れ
る
の
で
、
ハ
ダ
所
属

と
見
て
お
く
。
Ⅵ
ｆ
「
順
箚
衛
宿
八
害
」
も
所
属
究
明
の
決
め
手
を
欠
く
と
は
い
え
、
万
暦
一
六
年
の
朝
貢
は
と
も
に
時
期
的
に
貢
勅
均
分

（
同
年
九
月
）
直
後
に
あ
た
り
、
均
分
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
万
暦
三
二
・
三
三
年
度
の
貢
勅
行
使
情
況
に
照
ら
し
て
疑
問
を
容
れ
な
い
の
で
、

「
順
箚
衛
宿
八
害
」
の
一
〇
五
道
は
、
こ
れ
を
加
算
し
て
も
五
〇
〇
道
を
超
過
し
な
い
ハ
ダ
の
所
属
で
あ
っ
た
と
見
る
他
あ
る
ま
い
。

以
上
の
叙
述
か
ら
判
明
し
た
一
二
年
分
の
海
西
諸
衛
の
所
属
を
勘
案
し
な
が
ら
、
ワ
ン=

ハ
ン
（
王
台
）
が
『
明
実
録
』
に
初
出
す
る

嘉
靖
三
七
年
か
ら
イ
ェ
ヘ
国
が
滅
亡
す
る
万
暦
四
六
年
ま
で
に
入
貢
し
た
諸
衛
を
補
足
・
分
類
す
る
と
、
概
ね
表
Ｅ
の
よ
う
に
な
る
。

838

五
八



839

五
九

明
末
の
海
西
女
直
と
貢
勅
制

［表Ｅ　海西諸衛の所属と勅書数］

年　次 ハダ所属 イェヘ所属 所属不詳／その他

嘉靖38 ［卜顔衛］孛羅

嘉靖42 者剌衛納木章 卜顔衛孛羅

嘉靖43 ［古城衛］台失 ［卜顔衛］孛羅 竹里河衛把歹

隆慶元 者剌衛阿失卜 忽里衛哈児哈麻

脱木河衛那台失
@8

隆慶4 者剌衛阿失卜 咬郎兀衛大漢 忽魯愛衛把火

古城衛兀堵尚 兀剌衛養加奴
@9

Ⅰ ａ者剌衛阿失卜 330 ｃ右傍其箚衛乃哈 153

隆慶5 ｂ古城衛台失 369 ｄ咬郎兀衛大漢 147

計699 計300 総計 999

万暦元 者剌衛［阿失卜］

古城衛［兀堵尚］

Ⅱ ａ者剌衛阿失卜 211 ａ塔魯衛籠卜 179

万暦2 ｂ古城衛兀荅 200 ｃ咬郎兀衛大汗 ?
忽蘭山衛阿卜 110 (大漢)

ｃ禿赤衛少里 ?

万暦3 古城衛兀堵尚

哈児衛 龍哈

者剌衛阿失卜

Ⅲ ａ哈児衛 龍哈 282 ｂ塔魯衛籠卜 150

万暦4 ｃ者剌衛阿失卜 417 ｄ阿資河衛亦把力　?
ｄ弗禿衛往吉奴　　?

計699

万暦5 肥河衛台失 弗禿衛往吉奴 哈木衛哈児只(往吉奴と同時入貢)
哈児衛 龍哈

古城衛兀堵尚 大陽河衛歪卜(兀堵尚と同時入貢)

Ⅳ ａ者剌衛歪卜 ?
万暦7 ｂ古城衛兀堵尚 ? ｅ平河衛高大官児　?

ｃ 河衛台失 288 ｆ弗禿衛往吉奴 150

ｄ哈児衛 龍哈 ?

Ⅴ ａ者剌衛歪卜 ? ｅ亦思察河衛往吉奴149

万暦9 ｂ古城衛兀堵尚 ? ｆ弗提衛賽別禿 150
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ｃ弗思木衛荘台 189

ｄ哈児衛 龍哈 ?
計299

万暦11 者剌衛歪卜 444? 脱倫兀衛兀失

古城衛阿児吉納 55? 塔古河衛押児卜

弗思木衛荘台 120? 河里衛阿児吉納

計619

万暦12 ［弗禿衛］往吉奴300

Ⅵ ｂ撒剌衛阿失卜 178 ａ忽魯衛羊孛羅 239

万暦16 ｄ友帖衛泊 183 ｃ弗禿衛往吉奴 101

ｆ順箚衛宿八害 105 ｅ脱倫兀衛兀失 145

計466 計485 総計 951

Ⅶ ａ友帖衛・忽里衛 ｃ脱倫兀衛兀失 ?
万暦19 伯 296 ｄ忽魯衛羊孛羅 ?

ｃ安出衛阿都 ? ｂ弗思木衛(荘台?) ?

Ⅷ ａ納剌河衛卜寨 99 ａ忽魯衛羊孛羅 98

万暦21 ｂ忽把衛箚失卜 90 ｄ弗禿衛往吉奴 108

ｃ忽児海衛阿失卜 89 ｅ弗思木衛荘台 110

ｃ安河衛歪卜 85 ｆ脱倫兀衛兀失 111

計363 計427 総計 790

万暦26 老哈衛(人名不詳)

万暦29 北関那林孛羅(請補進双貢)

Ⅸ ｄ者剌衛阿都　　 98 ａ脱倫兀衛看只木 111

万暦30 ｅ友帖衛三官児　 87 ｂ忽魯衛羊孛羅 99

ｃ老哈衛阿卜害 100

計185 計310 総計 495

Ⅹ ａ者剌衛阿都 187

万暦32 ｂ友帖衛三官児 176

万暦27･28年分補貢 計363

- ａ卜顔衛王孛羅 198

万暦33 ｂ老哈衛阿卜害 107

ｃ渚冬河衛兀速児赤112

ｄ弗思木衛荘台 110

ｅ脱倫兀衛看只木 109

計636



841

六
一

明
末
の
海
西
女
直
と
貢
勅
制

= ａ弗思木衛荘台 110

万暦36 （脱倫兀衛）看只木 111

計221

万暦37 忽魯衛阿卜害 205?
(万暦28･29年分補貢)
渚冬河衛金孛羅

万暦40 卜顔衛・弗思木衛孛羅

万暦45 卜顔衛工(王?)孛羅 30

万暦46 北関金台失 636

(万暦35･36年分補貢)

［備考］下線部は「族籍表」勅書に確認し得るハダ所属の人物
#0

。

下線部は「馬市档案」に確認し得るハダ所属の人物。



四
、
勅
書
運
用
体
制
の
分
析
と
そ
の
解
釈

前
章
末
の
表
Ｅ
を
通
観
す
る
と
き
、
概
ね
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
に
ま
ず
、
従
来
指
摘
の
あ
っ
た
ワ
ン=

ハ
ン
時
代
と
そ
の
没
後
に
お
け
る
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
間
の
貢
勅
配
分
と
そ
の
変
動
過
程
は
、

こ
れ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
是
認
し
て
よ
い
こ
と
が
、
断
続
的
な
様
相
の
も
と
に
せ
よ
、
各
年
次
の
具
体
的
な
貢
勅
行
使
の
情
況
か
ら
数
量
的

に
立
証
さ
れ
た
。

第
二
に
、
な
る
ほ
ど
勅
書
が
貸
借
・
売
買
・
掠
奪
の
対
象
に
な
り
、
そ
の
た
め
一
面
で
有
価
証
券
的
な
性
格
を
も
っ
た
と
し
て
も
、
確

か
め
得
る
限
り
ワ
ン=

ハ
ン
期
以
降
、
同
一
の
時
期
に
同
一
の
衛
名
が
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
に
跨
が
っ
て
並
存
せ
ず
、
し
か
も
不
特
定
の
人
物

が
不
特
定
の
衛
名
を
帯
び
て
入
貢
し
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
特
定
の
人
物
が
特
定
の
衛
名
と
結
合
し
て
い
た
と
い
う
事
実

は
、
勅
書
が
な
お
衛
所
制
秩
序
の
強
い
規
制
下
に
お
い
て
運
用
さ
れ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
。

第
三
に
、
事
例
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
ハ
ダ
属
下
の
歪
卜
（
者
剌
衛
）・
兀
堵
尚
（
古
城
衛
）・

龍
哈
（
哈
児
衛
）
・
荘
台
（
弗
思

木
衛
）
や
、
イ
ェ
ヘ
属
下
の
往
吉
奴
（
弗
禿
衛
）
・
亦
把
力
﹇
易
八
里
﹈（
阿
資
河
衛
）
ら
の
ご
と
く
、
入
貢
使
節
（「
京
回
夷
人
」）
と

馬
市
商
人
（「
買
売
夷
人
」）
を
兼
ね
る
一
群
の
人
物
は
、
朝
貢
と
馬
市
交
易
が
結
局
、
勅
書
の
運
用
を
基
軸
と
し
て
統
一
的
、
組
織
的
に

遂
行
さ
れ
た
営
利
行
為
の
異
な
る
二
側
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
明
示
す
る
。

第
四
に
、
第
二
・
第
三
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
貢
頻
度
の
高
い
歪
卜
ら
ハ
ダ
属
下
の
顔
触
れ
が
、
な
ぜ
か
不
可
解
に
も
「
族
籍

表
」
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
特
に
万
暦
二
一
年
度
の
入
貢
者
三
六
三
名
な
ど
は
確
実
に
メ
ン
ゲ
ブ
ル
配
下
で

あ
る
か
ら
、
忽
把
衛
箚
失
卜
ら
四
名
は
「
族
籍
表
」
に
勅
書
が
登
記
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
人
物
で
あ
る
の
に
、
確
認
し
得
た
の
は
忽
児
海

衛
阿
失
卜
の
み
で
あ
っ
た
。
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上
記
四
点
中
、
勅
書
の
運
用
形
態
を
考
え
る
上
で
、
わ
け
て
も
第
二
点
と
第
四
点
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
人
名
と
特
定

の
衛
名
と
の
結
合
は
、
ま
ず
も
っ
て
勅
書
の
名
義
人
と
そ
の
行
使
者
が
原
則
的
に
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

と
に
勅
書
掠
奪
に
伴
っ
て
途
中
ハ
ダ
か
ら
イ
ェ
ヘ
に
鞍
替
え
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弗
思
木
衛
所
属
に
は
い
さ
さ
か
の
変
更
も
な
か
っ

た
荘
台
が
好
個
の
明
証
と
な
ろ
う
。
な
お
、
女
直
の
朝
貢
団
は
通
常
、
Ⅳ
ｆ
「
弗
禿
等
衛
都
指
揮
使
往
吉
奴
等
四
起
、
共
一
百
五
十
員
名

進
貢
」（
万
暦
七
年
）
や
、
Ⅴ
ｅ
「
脱
倫
兀
等
衛
都
指
揮
兀
失
等
四
起
、
共
一
百
四
十
五
人
進
貢
」（
万
暦
一
六
年
）
の
ご
と
く
、
内
部
は

数
「
起
」
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
明
側
が
嘉
靖
四
三
年
以
後
、
供
応
の
労
力
分
散
と
保
安
上
の
必
要
か
ら
、
女
直
人
入
貢
者
を

毎
起
百
名
以
下
と
規
定
し
た#1

た
め
に
生
じ
た
便
宜
的
区
分
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
朝
貢
団
全
体
の
統
率
者
は
往
吉
奴
や
兀
失
と
い
っ
た
筆
頭

進
貢
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
い
。

こ
う
し
た
団
長
格
の
人
物
は
、
多
く
の
場
合
、
高
頻
度
か
つ
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
進
貢
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
忽
魯
衛
の
羊
孛

羅
が
四
次
（
万
暦
一
六
年
〜
三
〇
年
）、
弗
禿
衛
の
往
吉
奴
が
五
次
（
万
暦
四
年
〜
二
一
年
）、
脱
倫
兀
衛
の
兀
失
が
五
次
（
万
暦
一
一
年

〜
二
一
年
）、
哈
児
衛
の

龍
哈
が
五
次
（
万
暦
三
年
〜
九
年
）、
古
城
衛
の
兀
堵
尚
が
六
次
（
隆
慶
元
年
〜
万
暦
七
年
）、
弗
思
木
衛
の

荘
台
が
六
次
（
万
暦
九
年
〜
三
六
﹇
恐
ら
く
は
四
〇
﹈
年
）、
者
剌
衛
の
阿
失
卜
が
七
次
（
隆
慶
元
年
〜
万
暦
七
年
）
に
達
す
る
。
こ
れ

ら
が
ハ
ダ
と
イ
ェ
ヘ
に
よ
る
勅
書
占
有
体
制
下
の
現
象
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
上
記
の
面
々
は
す
で
に
朝
貢
・
馬
市
交
易
に
専
従

す
る
幹
部
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
見
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
貢
市
専
従
幹
部
ら
が
「
族
籍
表
」
に
ご
く
一
部
し
か
確
認
さ

れ
な
い
の
は
、
一
見
理
解
に
苦
し
む
現
象
で
あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「
族
籍
表
」
勅
書
が
ウ
ル
グ
ダ
イ
相
続
分
か
ら
都

督
・
都
指
揮
使
官
以
上
の
高
級
勅
書
を
選
別
し
、
こ
れ
に
ヌ
ル
ハ
チ
が
万
暦
二
九
〜
三
八
年
に
掠
奪
・
投
降
・
買
収
な
ど
に
よ
っ
て
獲
得

し
た
海
西
配
当
の
高
級
勅
書
を
加
え
た
も
の#2

だ
と
す
れ
ば
、
原
因
の
一
端
は
そ
こ
に
帰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
ひ
と
つ

の
、
よ
り
一
層
重
要
な
要
因
と
し
て
、
少
な
く
と
も
万
暦
一
一
年
（
八
〇
道
）
と
同
一
九
年
（
一
三
七
道
）
の
二
度
に
わ
た
り
、
計
二
一

七
道
も
の
勅
書
が
イ
ェ
ヘ
に
よ
っ
て
強
奪
さ
れ
た
事
実
を
看
過
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
貢
市
幹
部
ら
の
行
使
し
た
勅
書
は
こ
の
二
一
七
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道
内
に
包
括
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う#3

。

と
こ
ろ
で
、
表
Ｄ
・
Ｅ
に
掲
げ
た
諸
衛
が
継
続
的
な
入
貢
を
開

始
す
る
時
期
は
、『
明
実
録
』
を
検
索
す
る
限
り
嘉
靖
三
八
年
以

後
で
、
ワ
ン=
ハ
ン
時
代
以
前
に
遡
ら
な
い
。
次
表
Ｆ
は
ワ
ン
ジ

ュ
が
活
動
を
開
始
す
る
嘉
靖
一
三
年
頃
か
ら
ワ
ン=

ハ
ン
が
初
見

す
る
同
三
七
年
ま
で
の
入
貢
諸
衛
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
全
般
的
傾
向
を
窺
っ
て
み
よ
う
。

表
中
、
下
線
を
施
し
た
四
例
は
表
Ｄ
・
Ｅ
に
も
登
場
す
る
主
要

諸
衛
と
も
一
致
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
け
ば
衛
名
の
共
通
性
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
ワ
ン=

ハ
ン
期
以
後
と
は
異
な
る
入
貢
統
制
の
あ

り
か
た
が
想
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
際
、
奴
児
干
衛
都
督

猛
可
（
嘉
靖
二
二
年
）、
撒
剌
児
衛
都
督
歹
因
卜
魯
（
同
上
）、
法

因
河
衛
都
督
歹
答
児
（
嘉
靖
二
九
・
三
三
年
）、
益
実
左
衛
都
督

歹
答
力
（
嘉
靖
三
〇
年
）、
ま
た
入
貢
例
で
は
な
い
た
め
表
Ｆ
に

掲
げ
な
か
っ
た
が
、
嘉
靖
一
六
年
に
金
素
紵
絲
衣
の
賜
与
を
奏
請

し
た
兀
者
前
衛
都
督
歹
童
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
は
表
Ａ
の

「
都
督
猛
阿
」
（
№
21
〜
53
に
頻
出
）
、
「
都
督
歹
因
卜
魯
」
（
№

21
・
53
）、「
都
督
歹
答
児
」（
№
６
〜
63
に
頻
出
）、「
都
督
歹
因

孛
羅
・
歹
答
力
」（
№
48
）、「
朝
京
夷
人
歹
同
」（
№
34
・
41
）
に
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［表Ｆ　嘉靖一三～三七年の海西入貢諸衛］

年 月 入貢諸衛・・・・ 年 月 入貢諸衛・・・・

嘉靖・ 嘉靖・
13 閏2 嘔罕河衛左都督 養哈 22 正［兀者］右衛都督歹卜

14 正 可令河衛都督僉事卜剌答 撒剌児衛都督歹因卜魯

3 忽魯愛衛都督幹合 奴児干衛都督猛可

法因河衛都督土剌 2 兀失衛都指揮引忽

15 5 朶林山衛［都督僉事］額真哥 23 4 忽児哈衛都指揮僉事失勒得

16 正 嘔罕河衛左都督 養哈 24 正 吉灘衛都督僉事阿都赤

兀者衛都督歹出 閏正 兀者右衛都督僉事歹卜

者帖列山衛都督僉事速納忽 26 正 可令河衛都督僉事卜剌答

17 正 禿都河衛都指揮僉事董山 29 3 塔哈山衛都督李加

19 正 扎真河・兀者・可令河等衛都 法因河衛都督僉事歹答児

指揮僉事奴渾・尚古・卜剌荅 30 3 益実左衛都督僉事歹答力

3 朶林山衛都督僉事額真哥 33 2 弗思［木］衛都指揮艾因卜魯

古城衛指揮同知哈塔(冒名入貢) 3 双城衛都督阿台

21 5 可令河衛都督僉事卜剌荅 4［法］因河衛都督僉事歹答児

閏5 兀者右衛都督僉事歹卜 35 3 阿剌河衛都指揮僉事三赤哈(詐冒勅書)
12 可令河衛都督僉事失理木 吉衛都督僉事歹



そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
、
と
も
に
嘉
靖
二
九
年
頃
、
進
貢
入
市
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
歹
答
力
は
既
述
（
第
一
章
）
の

よ
う
に
ワ
ン
ジ
ュ
に
よ
る
勅
書
掠
奪
の
被
害
を
告
発
し
た
当
人
で
あ
る
し
、
歹
答
児
・
歹
因
孛
羅
・
猛
阿
は
す
べ
て
鎮
北
関
経
由
（
歹

童
＝
歹
同
の
経
由
関
門
は
不
明
）
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
ワ
ン
ジ
ュ
直
属
の
配
下
で
は
あ
る
ま
い
。
勅
書
集
積
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た

と
思
し
き
嘉
靖
二
九
年
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
千
道
制
覇
と
い
っ
て
も
勅
書
の
全
面
的
か
つ
直
接
的
掌
握

を
意
味
し
た
の
で
は
な
く
、
従
属
を
誓
う
諸
衛
に
は
従
来
通
り
勅
書
の
行
使
と
進
貢
入
市
を
許
し
つ
つ
、
抵
抗
す
る
も
の
か
ら
は
勅
書
を

奪
い
、
貢
市
を
全
体
と
し
て
統
制
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
ワ
ン=

ハ
ン
期
以
後
に
至
っ
て
入
貢
諸
衛
の
顔
触
れ
が
一
変
す
る
の
は
、
掠
奪
な
ど
に
よ
っ
て
集
積
し
た
勅
書
を
前
述
し

た
貢
市
専
従
幹
部
に
行
使
さ
せ
、
同
時
に
従
属
諸
衛
の
進
貢
者
を
も
そ
の
統
制
下
に
再
編
成
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

専
従
的
な
貢
市
幹
部
が
ハ
ン
や
ベ
イ
レ
直
属
の
配
下
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ダ
イ
シ
ャ
ン
と
メ
ン
ゲ
ブ
ル
に
関
し
て
『
武
功
録
』
に
い
く
つ

か
明
証
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
荘
台
（
弗
思
木
衛
）＝「（
歹
商
）
部
落
荘
太
」（
歹
商
伝
）、
歪
卜
（
者
剌
衛
）＝「
猛
骨
孛
羅
部
夷
歪
卜
」

（
歹
商
伝
）、
箚
失
卜
（
忽
把
衛
）＝「
猛
骨
孛
羅
部
夷
札
失
卜
」（
猛
骨
孛
羅
伝
）、
台
失
（
肥
﹇

﹈
河
衛
）＝「（
猛
骨
孛
羅
部
夷
）
台
失
」

（
歹
商
伝
）
な
ど
の
「
部
夷
」
と
か
「
部
落
」
と
称
さ
れ
る
人
物
が
そ
れ
で
あ
り
、
特
に
箚
失
卜
（
札
失
卜
）
は
「
札
失
卜
逐
水
草
広
順

辺
外
」（
猛
骨
孛
羅
伝
）、
台
失
は
「
猛
乞
・
台
失
二
寨
」（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
部
夷
」「
部
落
」
が
同
時
に
広
順
関
外
の
ハ

ダ
城
近
傍
に
「
寨
」（
＝
村
落

ガ
シ
ャ
ンgašan

）
を
構
え
て
居
住
し
た
こ
と
も
確
認
し
得
る
。
事
情
は
イ
ェ
ヘ
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
り
、
表
Ａ

№
85
「
買
売
夷
人
落
羅
」
が
「
威
遠
堡
の
小
関
門
よ
り
出
境
し
、
既
に
し
て
行
く
こ
と
三
十
里
に
し
て
落
羅
寨
に
至
る
。
落
羅
な
る
者
は

北
関
の
部
夷
名
な
り
。
そ
の
寨
、
二
酋
（
卜
寨
・
那
林
孛
羅
）
を
去
る
こ
と
三
十
里
可ば

か

り
な
り
」（『
武
功
録
』
卜
寨
・
那
林
孛
羅
伝
）
と

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
ワ
ン=

ハ
ン
期
以
後
、
ハ
ダ
は
イ
ェ
ヘ
と
勅
書
を
分
領
し
つ
つ
、
衛
所
制
秩
序
に
即
し
た
合
法
化
（
襲
替
換
勅
）
を
図
る
と

同
時
に
、
勅
書
の
行
使
権
を
か
た
や
直
属
「
寨
」
主
（
満
文
史
料
に
い
うgašan

i
ejen

）
に
は
付
与
し
、
か
た
や
従
属
諸
衛
の
「
寨
」
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主
に
は
安
堵
す
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
体
制
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
衛
所
制
の
秩
序
と
折
り
合
う
た
め
に
は
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ

と
明
の
双
方
に
と
っ
て
、
有
効
勅
書
千
道
に
対
す
る
、
数
量
面
以
上
に
立
ち
入
っ
た
統
制
が
必
要
と
な
ろ
う
。
千
道
の
枠
さ
え
超
過
し
な

け
れ
ば
、
勅
書
の
所
有
権
が
掠
奪
な
ど
に
よ
り
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
間
で
恣
意
的
に
変
更
さ
れ
よ
う
と
も
、
明
側
の
一
切
関
知
す
る
と
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
と
は
、
到
底
信
じ
難
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
勅
書
の
名
義
人
と
行
使
者
と
の
一
致
が
ま
っ
た
く
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
な
に
ゆ
え
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
ら
は
万
暦
一
一
年
に
ハ
ダ
の
勅
書
八
〇
道
を
掠
奪
し
た
と
き
、
勅
書
の
行
使
者
た
る
「
猛
乞
・
台
失

二
寨
﹇
＝
二
奴
に
従
ふ
者
一
百
戸
﹈」（『
武
功
録
』
猛
骨
孛
羅
伝
）
ま
で
拉
致
し
た
り
、
ま
た
同
一
九
年
に
ブ
ジ
ャ
イ
ら
が
ダ
イ
シ
ャ
ン

を
謀
殺
し
た
と
き
も
、「（
歹
商
の
）
遺
す
所
の
部
夷
并
び
に
勅
百
三
十
七
道
」（『
東
夷
考
略
』
海
西
）
を
抱
合
わ
せ
で
奪
い
去
ろ
う
と
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
と
に
後
者
の
場
合
、
ダ
イ
シ
ャ
ン
の
「
部
落
荘
太
」（
荘
台
）
が
、
弗
思
木
衛
の
ま
ま
イ
ェ
ヘ
所
属

の
進
貢
者
と
し
て
再
登
場
し
た
事
例
な
ど
は
、
勅
書
の
名
義
人
と
行
使
者
を
随
意
に
切
り
離
し
得
な
い
か
ら
こ
そ
、
勅
書
の
掠
奪
が
行
使

権
者
た
る
貢
市
幹
部
ら
（
と
そ
の
率
領
す
る
「
寨
」）
の
拉
致
を
随
伴
し
た
こ
と
、
ま
た
か
か
る
掠
奪
形
態
か
ら
し
て
、
勅
書
は
通
常
そ

れ
を
行
使
す
る
貢
市
幹
部
の
手
で
管
理
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

結
　
び
　
に
　
代
　
え
　
て

以
上
、
零
細
な
史
料
の
断
片
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
ぎ
れ
が
ち
の
輪
郭
な
が
ら
も
浮
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
ハ
ダ
・

イ
ェ
ヘ
両
国
の
諸
ベ
イ
レ
が
掌
握
す
る
上
級
所
有
権
の
も
と
で
、
勅
書
の
行
使
と
管
理
を
委
ね
ら
れ
、
表
向
き
都
指
揮
使
級
以
上
の
武
官

職
を
帯
び
つ
つ
、
自
ら
朝
貢
と
馬
市
交
易
に
参
与
従
事
す
る
「
寨
」
主
（gašan

i
ejen

）
た
ち
の
す
が
た
で
あ
っ
た
。
満
文
史
料
に
見

え
る
「
ニ
カ
ン
（
明
）
に
商
売
に
行
く
ア
ン
バ
ン
（
大
臣
）
ら
」（nikan

de
hůda

yabure
am

basa

）#4

こ
そ
、
こ
れ
ら
専
従
的
な
貢
市

幹
部
た
ち
の
謂
に
他
な
ら
な
い
。
論
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
貢
市
幹
部
た
ち
が
政
権
内
部
で
占
め
た
位
置
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
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『
満
洲
実
録
』
は
ハ
ン
・
ベ
イ
レ
側
近
の
重
臣
を
「
政
を
執
れ
る
大
臣
ら
」（doro

jafaha
am

basa

）#5

と
呼
称
し
て
お
り
、「
商
売
に

行
く
大
臣
ら
」
と
対
を
な
す
。
政
権
を
構
成
す
る
臣
僚
が
「
政
を
執
れ
る
大
臣
」
と
「
商
売
に
行
く
大
臣
」
に
截
然
と
二
分
さ
れ
る
現
象

は
、
実
は
狭
く
女
直
政
権
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ハ
ダ
・
イ
ェ
ヘ
同
様
に
開
原
馬
市
に
参
入
し
た
内
ハ
ル
ハ
五
部
の
オ
ン
ギ
ラ

ト
、
バ
ヨ
ト
、
ジ
ャ
ル
ト
の
三
オ
ト
グ
に
も
共
通
す
る
。『
開
原
図
説
』（「
東
虜
二
十
二
営
枝
派
図
考
」）
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
三
オ
ト
グ

は
二
二
営
（
一
営
あ
た
り
一
万
余
戸
〜
数
百
戸
）
に
細
分
さ
れ
、
各
営
の
諸
侯
（
タ
イ
ジtayiǰi

）
に
奉
仕
す
る
臣
僚
（
サ
イ
トsaid

）

を
「
領
兵
用
事
」
と
「
往
来
上
関
」
に
二
分
し
て
列
記
す
る
。「
領
兵
用
事
」
と
「
政
を
執
れ
る
大
臣
」、「
往
来
上
関
」
と
「
商
売
に
行

く
大
臣
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
が
、
威
信
と
権
能
の
大
小
に
お
い
て
両
者
に
は
歴
然
た
る
格
差
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ジ
側
近
の
補
佐
役
と

し
て
重
き
を
な
し
た
各
営
の
「
領
兵
用
事
」（
多
く
は
単
独
）
は
、
通
常
、「
賈ジ

ャ

兒ル

古
赤

グ

チ

」（
断
事
官
）、「
榜
什

バ
ク
シ

」（
書
記
）、「
他
卜
濃

タ

ブ

ナ

ン

」

（
女
婿
）、「
恰キ

ヤ

」（
侍
衛
）
の
い
ず
れ
か
の
官
号
な
い
し
称
号
を
帯
び
、
ジ
ャ
ル
グ
チ
が
際
だ
っ
て
多
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
臣
僚
か
ら

構
成
さ
れ
る
重
臣
集
団
の
最
有
力
者
が
「
領
兵
用
事
」
で
あ
っ
て
、
就
中
、「
各
台
吉

タ
イ
ジ

の
門
下
に
し
て
、
本
部
落
の
大
小
事
情
を
主
れ

　
つ
か
さ
ど
　

る

断
事
好
人
」（『
三
雲
籌
俎
考
』
巻
二
、
夷
語
解
説
「
首
領
」
の
項
）
た
る
ジ
ャ
ル
グ
チ
が
、
多
く
の
場
合
、「
領
兵
用
事
」
の
座
を
占
め

た
わ
け
で
あ
る
。
対
す
る
「
往
来
上
関
」
は
「
往
来
上
関
通
事
」「
上
関
通
事
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
安
関
か
ら
開
原
馬
市

に
出
入
し
て
交
易
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
漢
人
辺
吏
・
商
人
と
の
通
訳
折
衝
を
担
当
す
る
実
務
的
な
幹
部
で
あ
っ
た
が
、
官
号
の
保
持

者
は
ま
っ
た
く
見
あ
た
ら
ず
、
発
言
力
の
低
さ
は
否
み
難
い
。

現
在
、
海
西
フ
ル
ン
諸
国
の
官
制
を
再
構
成
す
る
す
べ
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
族
籍
表
」
に
反
映
さ
れ
る
マ
ン
ジ
ュ
国
の
官
制
が
モ
ン

ゴ
ル
官
制
を
多
分
に
継
承
し
て
い
た#6

の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
文
化
の
受
容
に
お
い
て
先
行
し
た
海
西
諸
国
の
官
制
は
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
的
な
色

彩
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
。
件
の
『
開
原
図
説
』（「
海
西
夷
北
関
枝
派
図
考
」）
は
、
惜
し
い
こ
と
に
ハ
ダ
国
の
情
況
を
欠
く
が
、
イ
ェ
ヘ

国
末
期
の
勢
力
を
二
分
し
た
ブ
ヤ
ン
グ
と
ギ
ン
タ
イ
シ
に
関
し
て
簡
潔
な
が
ら

一
営
、
白
羊
骨

ブ

ヤ

ン

グ

。
…
…
部
落
五
千
、
精
兵
二
千
。
用
事
中
軍
伯
言
打
里
等
。
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一
営
、
金
台
失

ギ
ン
タ
イ
シ

。
…
…
部
落
六
千
、
精
兵
三
千
。
用
事
中
軍
哈
兒
台
失
等
。

と
記
述
し
て
い
る
。
ブ
ヤ
ン
グ
（
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
系
ブ
ジ
ャ
イ
長
子
）
・
ギ
ン
タ
イ
シ
（
ヤ
ン
ギ
ヌ
系
ナ
リ
ン
ブ
ル
次
弟
）
の
両
ベ
イ
レ
に

仕
え
た
「
用
事
中
軍
」
が
、
上
記
「
領
兵
用
事
」
の
同
義
語
で
あ
る
こ
と
は
説
明
不
要
と
し
て
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
伯
言
打
里
と
哈
兒
台

失
は
、
前
者
が
イ
ェ
ヘ
滅
亡
時
（
天
命
四
年
）
に
ヌ
ル
ハ
チ
に
来
降
し
た
ブ
ヤ
ン
グ
の
重
臣
、
バ
イ
ン
ダ
リ=

ジ
ャ
ル
グ
チB

aindari

jarg
ůci

そ
の
人
で
あ
り#7

、
後
者
は
ギ
ン
タ
イ
シ
が
「
我
が
身
の
如
き
大
臣

ア
ン
バ
ン

」
と
呼
び
、
や
は
り
イ
ェ
ヘ
滅
亡
時
に
主
君
の
助
命
を
嘆
願

す
る
使
命
を
帯
び
て
ヌ
ル
ハ
チ
の
も
と
に
遣
わ
さ
れ
た
腹
心
中
の
腹
心
、
ア
ル
タ
シA

rtasi #8

に
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
バ
イ
ン
ダ
リ
と
ア
ル
タ
シ
に
同
定
可
能
な
人
物
は
表
Ｅ
に
見
あ
た
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、『
満
洲
実
録
』
に
は
万
暦
一
九

（
辛
卯
）
年
時
点
で
の
「
政
を
執
れ
る
大
臣
」
と
し
て
、
ナ
リ
ン
ブ
ル
に
仕
え
た
イ
ル
ダ
ン
ガ
・
バ
イ
ス
ハ
ン
・
ニ
カ
リ
・
ト
ゥ
ル
デ
イ
、

メ
ン
ゲ
ブ
ル
に
仕
え
た
ダ
イ
ン
ブ#9

ら
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
人
名
を
表
Ｅ
に
看
取
す
る
こ
と
は
で

き
な
い$0

。
つ
ま
り
、「
商
売
に
行
く
大
臣
」
は
対
外
的
な
商
業
活
動
に
従
事
し
た
た
め
に
、
恐
ら
く
は
勅
書
の
真
の
利
権
配
当
対
象
で
あ

っ
た
「
政
を
執
れ
る
大
臣
」
よ
り
も
、
明
側
の
史
料
に
表
立
っ
て
記
録
さ
れ
る
機
会
こ
そ
多
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
出
身
自
体
は
「
寨
」

主
級
の
群
小
在
地
首
長
に
過
ぎ
ず
、
か
え
っ
て
政
権
内
部
で
の
地
位
と
発
言
力
は
微
弱
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

q

メ
ン
ゲ
ブ
ル=

ベ
イ
レ
が
相
続
し
た
勅
書
は
確
か
に
三
六
三
道
で
あ
る
が
、『
満
文
太
祖
老
档
』
所
載
分
は
な
ぜ
か
一
道
少
な
い
三
六
二
道
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

三
六
二
道
の
詳
細
に
つ
い
て
は
三
田
村
泰
助
「
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
の
研
究
」（
初
出
一
九
六
三
／
六
四
、
後
に
同
『
清
朝
前
史
の
研
究
』
一
九
七
二
に
再
録
）
の
特

に
第
二
・
三
・
四
節
（pp.112

〜113,p.182,pp.186

〜187.

）
参
照
。

w

海
西
フ
ル
ン
諸
国
に
属
す
る
ウ
ラ
国
は
、
明
体
制
下
の
貢
勅
制
に
直
接
関
与
し
て
い
な
い
が
、
国
主
ブ
ジ
ャ
ン
タ
イ
が
朝
鮮
王
朝
か
ら
獲
得
し
た
職
牒
百
張
を
、「
五

十
張
は
則
ち
俸
木
（
俸
禄
の
木
綿
）
各
々
四
十
匹
に
し
て
、
以
て
自
己
の
用
と
為
し
、
又
た
五
十
張
は
則
ち
俸
木
各
々
二
十
匹
に
し
て
、
麾
胡
に
分
給
す
と
云
ふ
」

（『
李
朝
実
録
』
宣
祖
三
九
年
五
月
丙
子
条
）
と
あ
る
よ
う
な
方
式
で
分
配
し
て
お
り
、
こ
れ
も
〈
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
〉
類
似
の
利
権
配
当
組
織
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
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e

勅
書
運
用
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
上
記
三
田
村
論
文
の
他
に
江
島
壽
雄
「
明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観
」「
明
末
女
直
の
朝
貢
」（
初
出
一
九
五
八
・
一
九

六
二
、
い
ず
れ
も
後
に
同
『
明
末
清
初
の
女
直
史
研
究
』
一
九
九
九
に
再
録
）、
蒋
秀
松
「
明
代
女
真
的
勅
貢
制
」（『
民
族
研
究
』
一
九
八
四
―
四
）、
叢
佩
遠
「
明
代

女
真
的
勅
書
之
争
」（『
文
史
』
二
六
輯．

一
九
八
六
）
な
ど
が
あ
る
。

r

『
明
実
録
』（
こ
こ
で
は
京
都
大
学
文
学
部
編
『
明
代
満
蒙
史
料
・
明
実
録
抄
―
満
洲
篇
』
に
依
拠
、
以
下
同
）
正
徳
一
四
年
二
月
辛
巳
条
参
照
。

t

y
『
明
実
録
』
嘉
靖
元
年
正
月
壬
申
条
参
照
。

u

前
掲
江
島
論
文
「
明
末
女
直
の
朝
貢
」pp.186

〜187.

i

園
田
一
龜
『
明
代
建
州
女
直
史
研
究
・
続
篇
』
一
九
五
三
・p.326.

は
『
東
夷
考
略
』
海
西
に
「（
王
台
）
こ
れ
が
長
と
為
り
、
東
陲
晏
然
と
し
て
耕
牧
す
る
こ
と
三

十
年
、
台
こ
れ
に
力
有
り
」
と
あ
る
の
で
、
ワ
ン=

ハ
ン
（
王
台
）
の
没
年
（
万
暦
一
〇
﹇1582

﹈
年
）
か
ら
三
〇
年
遡
っ
た
嘉
靖
三
二
﹇1553

﹈
年
の
数
年
前
、
嘉

靖
二
八
・
九
年
あ
た
り
を
王
忠
の
没
年
（
王
台
の
継
承
）
と
推
測
す
る
が
、『
明
実
録
』
に
よ
っ
て
王
忠
が
嘉
靖
三
〇
年
七
月
時
点
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で

あ
る
か
ら
、
素
直
に
嘉
靖
三
二
年
頃
と
見
て
お
い
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

o

前
注
の
園
田
氏
論
著
は
嘉
靖
二
四
、
五
年
と
見
る
が
、
こ
れ
は
王
忠
の
没
年
を
嘉
靖
二
八
・
九
年
と
す
る
前
提
か
ら
導
か
れ
た
推
定
に
過
ぎ
な
い
。
嘉
靖
三
〇
年
七

月
に
王
忠
が
都
督
僉
事
か
ら
都
督
へ
の
陞
職
を
奏
請
し
た
の
が
、
江
島
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
（「
明
末
女
直
の
朝
貢
」p.192.

）、
チ
ュ
ク
ン
ゲ
捕
殺
の
功
に
よ
る
も

の
な
ら
、
嘉
靖
二
九
年
前
後
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

!0

!1
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
〇
年
三
月
甲
辰
条
、
同
年
七
月
辛
卯
条
参
照
。

!2

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
一
年
九
月
庚
子
条
参
照
。

!3

『
明
実
録
』
嘉
靖
三
五
年
三
月
庚
申
条
参
照
。

!4

不
正
に
使
用
さ
れ
た
勅
書
の
没
収
に
つ
い
て
は
定
遼
右
衛
の
も
と
軍
余
で
あ
っ
た
被
虜
漢
人
徐
打
成
が
兀
力
其
山
衛
指
揮
使
の
細
（
納
）
兒
の
「
勅
書
を
詐
充
し
」

て
入
貢
し
た
例
（『
明
実
録
』
嘉
靖
三
一
年
三
月
丁
未
条
）
が
あ
り
、
掠
奪
勅
書
の
返
還
と
制
裁
措
置
と
し
て
の
停
貢
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
ワ
ン
ジ
ュ

の
有
名
な
例
（『
明
実
録
』
嘉
靖
一
九
年
三
月
乙
未
、
同
三
〇
年
三
月
甲
辰
条
）
が
あ
る
。

!5

!6

!7

!8

!9
『
明
実
録
』
万
暦
四
年
四
月
戊
子
、
同
九
年
四
月
丁
酉
、
同
九
年
五
月
丙
寅
、
同
九
年
六
月
丙
申
、
同
三
四
年
五
月
丙
子
、
同
三
五
年
四
月
乙
未
の
各

条
参
照
。

@0
「
族
籍
表
」
中
、
襲
職
年
月
日
の
明
確
な
三
五
八
道
を
年
代
順
に
配
列
し
、
襲
職
者
の
続
柄
を
併
記
す
る
と
下
表
（
次
頁
下
段
）
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
も
見
る
通
り
、

嘉
靖
年
間
襲
職
の
勅
書
が
合
計
一
一
一
件
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
年
遠
の
旧
勅
」（『
明
実
録
』
嘉
靖
一
二
年
三
月
壬
子
条
）
と
し
て
換
給
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
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あ
っ
た
。

襲
職
年
次
の
古
さ
に
加
え
て
、
襲
職
間
隔
の
異
様
に
長
い
も
の
も
数
件
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

「
族
籍
表
」
の
貢
勅
を
『
明
実
録
』
中
に
検
索
し
、
双
方
の
符
合
を
確
認
し
得
た
結
果
（
後
注
#0

に
一
括
）
か
ら
、
こ
こ
で
は
№
１
「
海
西cing

togon

衛
都
指
揮
使luta

の
孫m

iha

、
隆
慶
五
年

八
月
二
十
五
日
に
得
た
」
と
い
う
一
例
だ
け
を
検
討
し
て
お
く
。
こ
のluta

が
成
討
温
衛
都
指
揮

婁
得
（
後
、
都
督
﹇
僉
事
﹈
に
陞
職
）
だ
と
す
れ
ば
、
婁
得
は
成
化
一
〇
（1474

）
年
正
月
に
諭

祭
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
病
死
し
た
の
は
前
年
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、「
孫
」
と
さ
れ
る

m
iha

が
襲
職
し
た
の
は
、
な
ん
と
九
八
年
も
隔
て
た
隆
慶
五
（1571

）
年
で
あ
り
、
世
代
交
代
の

常
識
に
反
す
る
こ
と
は
な
は
だ
し
い
。

@1
『
明
遼
東
档
案
』
を
収
録
し
た
資
料
集
に
は
中
国
科
学
院
民
族
研
究
所
・
遼
寧
少
数
民
族
社
会
歴

史
調
査
組
『
満
族
歴
史
档
案
資
料
選
輯
』
一
九
六
三
所
収
「
第
一
部
分：

明
遼
東
档
案
中
有
関
女

真
資
料
」
の
他
、
遼
寧
省
档
案
館
・
遼
寧
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』

下
冊
、
一
九
八
五
所
収
「
第
七
、
馬
市
」
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
収
録
の
档
案
件
数
に
ま
さ
る
後

者
に
準
拠
し
た
。

@2

開
原
新
安
関
か
ら
慶
雲
堡
の
馬
市
に
出
入
し
た
内
ハ
ル
ハ
部
と
ノ
ン=

ホ
ル
チ
ン
部
、
な
ら
び
に

両
部
所
属
の
首
長
に
つ
い
て
は
、
達
力
扎
布
『
明
代
漠
南
蒙
古
歴
史
研
究
』
一
九
九
七
、pp.145

〜147,pp.238

〜239.

を
参
照
さ
れ
た
い
。

@3

江
島
壽
雄
「
明
末
遼
東
の
互
市
場
」（
初
出
一
九
六
三
、
後
に
同
『
明
末
清
初
の
女
直
史
研
究
』

一
九
九
九
に
再
録
）
は
『
読
史
方
輿
紀
要
』
が
広
順
・
鎮
北
両
関
か
ら
の
分
道
入
関
を
嘉
靖
年
間

に
始
ま
る
と
し
な
が
ら
、『
全
遼
志
』（
嘉
靖
四
四
年
刊
）
に
関
連
記
事
が
な
い
こ
と
を
論
拠
に
、

分
道
入
関
は
嘉
靖
最
後
の
四
五
年
以
後
（
ワ
ン=

ハ
ン
期
）
と
説
く
が
、『
明
代
遼
東
档
案
匯
編
』

に
よ
れ
ば
嘉
靖
二
八
・
九
年
（
ワ
ン
ジ
ュ
の
晩
年
期
）
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
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七
〇

年号 年 月 日 勅書数 子 孫 不明
嘉靖 11 6 29 1 1 0 0

22 6 14 2 1 1 0
24 7 6 3 3 0 0
27 7 6 1 1 0 0

7 9 3 1 2 0
9 17 1 1 0 0

28 8 14 1 1 0 0
31 ? 27 1 0 0 1
32 4 30 4 2 1 1

5 30 3 1 0 2
33 8 29 2 0 1 1
34 7 16 2 2 0 0

7 27 1 0 1 0
35 7 19 5 1 4 0
36 7 21 2 0 2 0

9 29 1 0 1 0
37 7 22 1 0 1 0
38 7 19 3 2 1 0

8 21 3 0 3 0
40 7 29 4 0 4 0

年号 年 月 日 勅書数 子 孫 不明
嘉靖 42 2 22 1 1 0 0

6 14 15 5 8 2
6 27 1 0 1 0

43 6 14 1 0 1 0
6 22 15 4 11 0
10 29 1 0 1 0

44 7 16 1 0 1 0
7 25 10 5 5 0
9 13 9 7 2 0
12 12 1 0 1 0

45 7 21 8 6 2 0
9 22 4 4 0 0

隆慶 元 8 23 16 12 4 0
3 4 25 14 14 0 0

6 9 1 1 0 0
4 7 18 1 0 1 0

7 28 7 4 3 0
5 8 25 12 8 3 1

万暦 元 6 14 4 2 2 0
2 10 8 8 5 3 0

年号 年 月 日 勅書数 子 孫 不明
万暦 2 10 9 1 1 0 0

4 4 15 5 0 4 1
5 12 5 8 6 2 0

12 27 6 4 2 0
7 6 12 14 6 8 0
9 4 28 17 6 11 0

5 27 2 1 1 0
11 11 11 1 1 0 0

11 17 13 10 2 1
19 6 20 1 0 1 0

6 24 9 1 7 1
21 9 23 20 15 5 0
23 9 23 1 1 0 0
25 5 1 25 16 8 1
27 2 9 43 30 10 3

11 25 1 0 1 0
31 9 20 1 1 0 0
35 閏6 12 2 0 0 2
37 11 25 14 2 11 1
総 計 358 196 144 18



@4

『
明
実
録
』
嘉
靖
二
九
年
三
月
丙
寅
条
に
「（
海
西
）
法
因
河
等
衛
女
直
都
督
僉
事
歹
答
児

等
各
来
朝
貢
馬
」、
ま
た
万
暦
一
一
年
七
月
戊
子
条
に
「
海
西
者
剌
等
衛
女
直
夷
人
都
督
歪

卜
等
貢
馬
」、
同
年
同
月
乙
巳
条
に
「
海
西
弗
思
木
等
衛
女
直
夷
人
荘
台
等
朝
貢
」
と
あ
る
。

@5

前
掲
三
田
村
論
文pp.156

〜157,pp.227

〜233.

参
照
。

@6

前
掲
江
島
論
文
「
明
末
女
直
の
朝
貢
」p.188.

@7

イ
ェ
ヘ
国
の
嫡
統
が
タ
イ
チ
ュ
（
塔
魯
木
衛
都
督
僉
事
）
の
長
子
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
系
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
チ
ン
ギ
ャ
ヌ
嫡
長
孫
ブ
ヤ
ン
グ
（
ブ
ジ
ャ
イ
長
子
）
が
「
祖
職
を

襲
」
っ
て
塔
魯
木
衛
都
督
僉
事
に
補
さ
れ
た
事
実
（『
開
原
図
説
』
巻
下
「
海
西
北
関
支
派

図
考
」）
か
ら
も
疑
い
な
い
の
で
、「
納
剌
河
衛
都
指
揮
」
卜
寨
は
ブ
ジ
ャ
イ
と
は
別
人
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
右
の
卜
寨
が
入
貢
し
た
万
暦
二
一
（1593

）
年
四
月
か
ら
二
か
月
後
の
六
月

に
、
ブ
ジ
ャ
イ
は
海
西
フ
ル
ン
四
国
の
連
合
軍
を
率
い
て
ヌ
ル
ハ
チ
属
下
の
フ
ブ
チ
ャ
寨
を

掠
め
、
九
月
に
は
フ
ル
ン
四
国
を
中
心
と
し
た
九
国
連
合
軍
を
率
い
て
ヌ
ル
ハ
チ
と
グ
レ
に

会
戦
し
、
陣
没
し
て
い
る
（
今
西
春
秋
訳
注
『
満
和
蒙
和
対
訳
満
洲
実
録
』pp.64

〜74

）。

対
ヌ
ル
ハ
チ
関
係
が
極
度
に
緊
迫
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時
期
に
、
ベ
イ
レ
が
自
ら
国
も

と
を
顧
み
ず
入
貢
し
た
と
は
想
定
し
づ
ら
い
。

@8

脱
木
河
等
衛
都
指
揮
那
台
失
は
後
注
#0
の
表
№
９
「
海
西tom

oho
衛
都
指
揮
僉
事nitangga

の
子utasi

、
嘉
靖
四
十
四
年
七
月
二
十
五
日
に
得
た
」
のutasi

と
見
て
、
ハ
ダ
に
分
類
し
て

お
い
た
。

@9

養
加
奴
（
兀
剌
衛
都
督
僉
事
）＝
ヤ
ン
ギ
ヌ
で
あ
る
こ
と
は
、
ヤ
ン
ギ
ヌ
三
子
ギ
ン
タ
イ
シ

が
兀
剌
衛
都
督
僉
事
を
陞
授
さ
れ
た
事
実
（『
開
原
図
説
』「
海
西
北
関
支
派
図
考
」
に
「
金

台
失
、
塔
魯
木
衛
指
揮
僉
事
、
陞
授
兀
剌
衛
都
督
僉
事
」
と
あ
る
）
か
ら
も
傍
証
し
得
る
。

#0

下
表
は
「
族
籍
表
」
所
掲
の
貢
勅
三
六
二
道
を
『
明
実
録
』
中
に
検
索
し
、
双
方
の
符
合

を
か
ろ
う
じ
て
特
定
し
得
た
結
果
で
あ
る
（
ｍ
＝
ム
ク
ン；

ｔ
＝
タ
タ
ン
）。
表
Ｅ
波
線
の
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№ ｍ ｔ 貢勅配当者 「族籍表」の記述 『明実録』の関係記事
１ 一 １ ハンの家 海西cing togon衛都指揮使 天順四年十二月己丑 陞成討温衛指揮同知婁得為都

lutaの孫miha、隆慶五年八 指揮同知。
月二十五日に得た。 成化十年正月辛亥 諭祭成討温衛故都督婁得病死。

２ 一 ４ ハンの家 海西alcu衛都指揮使 adu、 万暦十九年閏三月甲申 海西安出衛阿都等入貢。
万暦四年四月十五日に得た。

３ 一 11 unege hůlan šan 衛都指揮同知hu- 弘治元年正月戊申 忽蘭山等衛女直都指揮等官苦
juの子 asibu、嘉靖十一年 出等来朝貢馬及貂皮等物。
六月二十九日に得た。 万暦二年六月乙卯 忽蘭山等衛都督同知阿卜等一

百一十名各赴京進貢。

４ 二 １ argatu 海西da mao衛都指揮……na- 正徳八年七月己巳 木塔等衛都指揮同知納児乞卜
tumen rkibu の孫dagůda、万暦二 等貢馬及貂皮。
(チュエン) 年十月八日に得た。 正徳十五年十二月庚戌 海西塔木等衛都指揮使納児乞

木等来朝進馬。

５ 二 ２ argatu kemir ho衛都督僉事fudang- 嘉靖十年三月戊戌 海西夷克黙而河等衛都指揮使
tumen gaの孫todo age、万暦三十 弗当哈等来朝貢。

七年十一月二十五日に得た。 嘉靖十八年五月甲戌 賜海西（克）黙而河等衛女直
都督弗当哈諭祭一壇。

６ 二 ３ urgůdai uje šan 衛都督僉事taktu 嘉靖十六年四月庚申 詔賜海西女直都督歹童等金素
fuka、万暦三十五年閏六月 紵絲衣……。
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七
二

十二日に得た。 万暦三五年四月乙未 兀者前衛都督僉事歹統孫伏哈
換給勅書。

７ 二 ３ urgůdai ……uliki  šan 衛都指揮僉 正統九年二月庚寅 命兀里奚山衛指揮使完替子塔
事tabi udai 、嘉靖三十二 必代職。
年四月三十日に得た。

８ 二 ４ subahai gu ceng 衛都督僉事 šušiha、 万暦三五年四月乙未 古城衛都督僉事小厮哈補給勅
万暦三十五年閏六月十二日 書。
に得た。

９ 二 ４ tanggů 海西tomoho衛都指揮僉事ni- 隆慶元年四月丁未 海西脱木河等衛都指揮那台失
tanggaの子 utasi、嘉靖四 等来朝貢馬。
十四年七月二十五日に得た。

10 二 ８ urgůdai fusemu衛都指揮僉事aimbu- 嘉靖三三年二月戊戌 海西弗思［木］等衛都指揮艾
luの孫fuka、万暦十九年六 因卜魯等来朝貢馬。
月二十四日に得た。

11 二 13 残欠 海西sele衛都指揮僉事dai- 万暦十六年十一月癸酉 海西撒剌等衛女直夷人都指揮
juの子 asibu、嘉靖……二 阿失卜等朝貢。
日に得た。

12 三 ６ guyeng 海西irkůli衛都指揮同知bi- 天順五年十一月辛酉 亦児古里等衛野人女直指揮必
baturu liniの孫　giohoo、嘉靖四 里 等来朝貢馬。
(ダイシャン) 十四年七月二十五日に得た。 成化十五二月乙丑 海西亦児古里等衛野人女直都

指揮必里 等来朝貢馬及貂皮。
弘治元年正月丁巳 命亦児古里衛都指揮僉事必里

男沙古荅代父職。

13 三 ７ guyeng 海西imahů šan 衛都指揮僉 正徳元年二月庚申 陞亦馬忽山衛指揮使鎖納為都
baturu 事sunaの孫 adu、万暦元年 指揮僉事。

六月十四日に得た。

14 三 ８ darhan naho衛都指揮使ahadanの孫 正統十二年十二月丙寅 命納隣河衛故指揮僉事薛隆哥
baturu suhůng、嘉靖四十二年六月 子阿哈答襲職。
(シュルガチ) 十四日に得た。

15 三 ８ darhan 海西hůrha 衛都指揮使tuna 万暦二一年五月丁丑 宴賞忽児海等衛都指揮阿失卜
baturu の子 asibu、嘉靖四十三年 等。

六月二十二日に得た。

16 三 10 tanggůdai ukan ho 衛都指揮使 iliha 正徳一五年一二月庚戌 嘔罕河等衛女直都指揮亦里哈
の孫ainca 、嘉靖三十六年 等朝貢進馬。
七月二十一日に得た。

17 三 10 yerengge narki ho衛都指揮僉事cinu 正統一〇年正月壬寅 納剌吉河衛指揮僉事沙籠哈老
の孫enggudani 、嘉靖三十 疾、命其子赤奴代之。
七年七月二十二日に得た。 成化五年正月乙卯 納剌吉河等衛女直都指揮赤奴

等来朝貢馬及貂皮等物。

18 三 11 gišan, ajina ho衛都指揮僉事teku 正徳二年二月乙酉 陞阿的納河衛指揮使荅古一級。
baindari の孫ahai、嘉靖四十三年六

月十四日に得た。



人
物
に
は
同
じ
く
波
線
を
施
し
て
お
い
た
。

#1

『
実
録
』
嘉
靖
四
三
年
七
月
戊
申
条
参
照
。

#2

三
田
村
泰
助
「
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
の
研
究
」pp.186

〜187.

参
照
。

#3

イ
ェ
ヘ
は
再
興
し
た
ハ
ダ
を
「
何
度
も
侵
し
掠
め
」（
今
西
春
秋
訳
注
『
満
和
蒙
和
対
訳
満
洲
実
録
』pp.2

23

〜224.

）
て
お
り
、『
東
夷
考
略
』
海
西
に
も
ヌ
ル
ハ
チ

が
「
忽
答

ウ
ル
グ
ダ
イ

を
建
州
寨
に
羈
」
い
で
ハ
ダ
を
再
併
合
し
た
際
、
ウ
ル
グ
ダ
イ
が
「
那
酋

ナ
リ
ン
ブ
ル

の
為
に
殺
搶
せ
れ
て
来
奔
す
」
と
ヌ
ル
ハ
チ
自
ら
揚
言
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
と

き
に
も
勅
書
の
掠
奪
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
明
言
す
る
史
料
は
な
い
。

#4

満
文
老
档
研
究
会
訳
注
『
満
文
老
档
Ⅰ
太
祖
１
』
万
暦
四
三
年
一
二
月
条
、pp.60

〜61.

#5

今
西
春
秋
訳
注
『
満
和
蒙
和
対
訳
満
洲
実
録
』
辛
卯
（
万
暦
一
九
）
年
条
、p.60.

#6

三
田
村
泰
助
「
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
の
研
究
」pp.206

〜209,pp.210

〜212.

参
照
。

#7
『
八
旗
満
洲
氏
族
通
譜
』
巻
九
・
拝
音
達
里
扎
爾
固
斉
伝
、『
八
旗
通
志
初
集
』
巻
二
〇
六
・
布
爾
思
海
（
バ
イ
ン
ダ
リ
次
子
）
伝
、『
初
集
』
巻
一
五
八
・
胡
里
布

（
バ
イ
ン
ダ
リ
同
族
）
伝
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
バ
イ
ン
ダ
リ
（
ヘ
シ
ェ
リ=

ハ
ラ
）
の
一
族
は
イ
ェ
ヘ
の
ホ
ド=

ム
ハ
リ
ヤ
ン
地
方
に
世
居
し
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
イ
ェ
ヘ

国
征
服
に
際
し
て
降
伏
し
た
も
の
で
、
胡
里
布
の
父
呉
巴
海
は
ブ
ヤ
ン
グ
の
弟
ブ
ル
ハ
ン
グ
の
重
臣
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
阿
南
惟
敬
「
天
聡
九
年
専
管
ニ
ル
分

定
に
関
す
る
研
究
・
上
」﹇
初
出
一
九
七
五
﹈『
清
初
軍
事
史
論
考
』
一
九
八
〇
、p.563.

お
よ
び
杉
山
清
彦
「
八
旗
旗
王
制
の
成
立
」『
東
洋
学
報
』
八
三
―
一
、
二
〇

〇
一
、pp.70

〜71

）
か
ら
、
バ
イ
ン
ダ
リ
が
ブ
ヤ
ン
グ
の
重
臣
で
あ
っ
た
こ
と
も
疑
い
を
容
れ
な
い
。

#8

今
西
春
秋
訳
注
『
満
和
蒙
和
対
訳
満
洲
実
録
』
天
命
四
年
八
月
条
、pp.223

〜224.

#9

今
西
春
秋
訳
注
『
満
和
蒙
和
対
訳
満
洲
実
録
』
辛
卯
（
万
暦
一
九
）
年
条
、p.60.

ナ
リ
ン
ブ
ル
に
仕
え
た
ト
ゥ
ル
デ
イ
は
、『
東
夷
考
略
』
海
西
の
「
北
関
有
禿
勒
徳

等
、（
万
暦
四
一
年
）
九
月
間
亡
入
奴
」
と
あ
る
禿
勒
徳
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

$0

ナ
リ
ン
ブ
ル
に
仕
え
た
バ
イ
ス
ハ
ン
は
、
宜
巴
理
（
イ
ェ
ヘ
国
ジ
ャ
イ
グ
地
方
の
ヘ
シ
ェ
リ=

ハ
ラ
﹇

黄→

正
藍
﹈）
の
父
拝
思
哈
に
あ
た
り
（『
八
旗
満
洲
氏
族
通

譜
』
巻
九
・
宜
巴
理
伝
）、
ヌ
ル
ハ
チ
の
イ
ェ
ヘ
国
征
服
に
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ナ
リ
ン
ブ
ル
没
後
、
弟
ギ
ン
タ
イ
シ
に
仕
え
、
つ
い
で
ヌ
ル
ハ
チ
に
降
っ

た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
子
宜
巴
理
は
ト

・
那
林
孛
羅
属
下
の
亦
把
力
（
易
八
里
）
と
同
名
で
あ
る
が
、
後
者
は
イ
ェ
ヘ
国
滅
亡
に
先
立
つ
四
三
年
前
の
万
暦
四
年
に

は
す
で
に
貢
市
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
、
世
代
的
に
も
年
齢
的
に
も
別
人
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

﹇
補
注
﹈
本
稿
で
は
馬
市
档
案
の
作
成
年
次
に
つ
い
て
、
な
お
満
足
の
い
く
考
察
を
め
ぐ
ら
す
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
本
稿
の
脱
稿
後
、
遼
東
馬
市
档
案
の
記
載
内
容
、
作

成
時
期
、
文
書
形
式
を
検
討
し
た
荷
見
守
義
「
明
代
遼
東
馬
市
档
案
考
」（『
人
文
研
紀
要
（
中
央
大
学
）』
四
四
、
二
〇
〇
二
）
と
、
そ
の
姉
妹
篇
「
明
代
遼
東
馬
市
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七
三

明
末
の
海
西
女
直
と
貢
勅
制



抽
銀
考
」（『
人
文
社
会
論
叢
―
人
文
社
会
篇
―
（
弘
前
大
学
）』
八
、
二
〇
〇
二
）
を
併
読
す
る
機
会
が
あ
り
、
特
に
前
者
の
論
考
に
お
い
て
遼
東
馬
市
档
案
全
一
五

本
の
年
代
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
利
用
し
た
档
案
①
〜
⑥
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
①
〔
嘉
靖
二
十
九
年
八
月
〜
十
月
…
…
？
〕、
②

〔
万
暦
十
一
年
七
月
〜
八
月
〕、
③
〔
万
暦
十
二
年
正
月
〜
三
月
…
…
七
月
〜
九
月
…
…
？
〕、
④
〔
万
暦
十
二
年
正
月
〜
三
月
…
…
八
月
〕、
⑤
〔
万
暦
十
一
年
十
二
月

以
前
〕、
⑥
〔
嘉
靖
三
十
年
以
前
〕
と
考
定
さ
れ
て
い
る
（pp.42

〜44

）。

周
到
な
叙
述
に
多
く
の
示
唆
を
得
た
反
面
、
な
お
付
言
す
べ
き
点
が
な
い
で
は
な
い
。
上
の
考
定
に
よ
れ
ば
、
档
案
③
の
作
成
年
次
は
⑤
④
に
後
置
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
③
が
「
…
…
年
秋
季
分
七
月
起
至
九
月
終
止
」
の
部
分
に
記
録
す
る
撫
賞
銀
の
支
出
対
象
と
し
て
、
№
71
「
朝
京
夷
人
都
督
逞
加
奴
」（
七
月
初
二

日
）・
№
73
「
買
売
夷
人
都
督
仰
加
奴
」（
八
月
初
八
日
）
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
氏
も
認
め
る
よ
う
に
、
逞
加
奴
・
仰
加
奴
は
万
暦
一
一
年
一
二
月
に
謀
殺
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
「
…
…
年
秋
季
」
は
や
は
り
前
年
の
万
暦
一
一
年
七
月
〜
九
月
と
看
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
⑥
が
嘉
靖
三
十
年
以
前
と
推
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
№
54
祝
孔
革
を
同
年
ま
で
に
捕
殺
さ
れ
た
チ
ュ
ク
ン
ゲ
と
断
定
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
本
稿
の
後
段
で
述
べ
る
通
り
、
こ
の
人
物
比
定
は
疑
わ
し
い
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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